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公益財団法人 日本医療機能言鮖圃戴構



1 , 開会

○事務局 源) 事務局でございます。 本 日 は会場が狭く なっ てお り ま して申 し訳ご

ざいません。

それでは、 会議開始前に資料の確認をお願い致します。

上か ら順番に出欠の一覧です。

次が、 次第 と本体資料にな り ます。

次が、 資料 1 と しま して本 日 のテーマの 1 つ 目 、 ク リ ステ レル胎児圧出法について

の本文と 、 資料 2 がク リ ステ レルの実施事例の一覧と なってお り ます。

そ して資料 3 がテーマの 2 つ 目 です。 子宮破裂についての本文と 、 資料4 が子宮破

裂事例の一覧 と なってお り ます。

そ して 、 参考資料と しま して黄色い冊子、 診療体制等に関する情報と い う 黄色い冊

子と 、 参考 2 と しま して、 搬送事例の一覧にな り ます。 搬送事例の一覧は、 前半が母

体搬送、 4 ページ 目 以降が新生児搬送の一覧 と なってお り ます。

そ して最後に、 当 日 の配布資料と なってお り ますが、 後方に大きなポス ターがあ り

ます。 あのポスターの縮小版が この配布資料にな り ます。 ポス ターについては、 また

後ほ どご説明 させて頂き ます。

資料は以上 と な り ますけれども 、 落丁等はございませんで し ょ う か。

1 . 開会

○事務局 原) それでは、 ただいまか ら第 24 回再発防止委員会を開催致します。

それでは、 池ノ 上委員長、 よ ろ し く お願い致します。

○池ノ 上委員長 委員の先生方、 本当 に暑い中、 お集ま り 頂き ま してあ り が と う ござ

います。 今 田まち ょ っ と会場の雰囲気が違いますけれども 、 ど う ぞよ ろ し く お願い致

します。
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それでは、 まず、 最初の議事であ り ますが、 ク リ ステ レル胎児班宝出法と書いてお り

ますけれども 、 胎児圧出法についてご議論を頂きたいと思います。

まず、 事務局から の説明を頂いて、 その後、 議論 して頂き ます。 ど う ぞよ ろ し く お

願い します。

2 , 議事

1 ) ｢テーマに沿った分析｣ について

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 ク リ ステ レル胎児圧出法につき ま しては、

資料 1 と 2 をご覧罷莨き なが ら 、 ご審議をお願い致します。

まず、 資料 1 ですけれども 、 こ ち ら は報告書の原稿のたたきの案になってお り ます。

今回の分析対象と致しま しては、 資料み盃誤字があ り ますが、 20 13 年 3 月 末までに

頌した事例鬮鬮の う ち 、 ク リ ステ珍し胎粧出法を実施した事例が合計圏
圓鬮) ございま した。 今回、 こ ち ら を分析絲と してお り ますo こ ち ら はク リ ス
テ レル胎児圧出法を実施した と原因分析報告書に記載がある事例を抽出 してお り ます

ので、 圧迫の程度など、 手技は様々 と なってお り ます。

刻ま、 分析糘事例可鬮の背景をお示し してお り ますo 分孃･ 既往帝王切開
歴の有無、 母体の身長ですと か、 母体体重の増加の状況、 双胎の有無、 胎位異常、 妊

娠週数、 出生体重等をお示し してお り ます。 また、 一番下には、 分娩第n期が遷延し

た事例について、 初産婦と経鞄轍裁こ多分けてお示 し してお り ます。

' ぺ‐*移 り ま して･ (2) の下にあ り ます表 劉こ圏の分雌路をお示し してお
り ますo 事例“中では･ ク リ “テル胎駐出法のみを靭で矛ちた事例が鬮、
最初にク リ ステ レル胎児謳土出法を単独で行い、 その後に急速遂娩に移行した事例が合

言 ですo わ他に吸引分娩と併用 した事例が鬮と 、 吸引分娩と併用 した後々こ
帝王切開総甘子へさ ら に桝テしている事例力皿と拙、 金甘子分娩 と併用 した事例が
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圏かう よ う な刈るこわてお り ますo
表 就こネ移 り ます。 表 3 には、 今回はク リ ステ レルを実施する と き の適応と いいます

か、 理由が どの よ う 姦こ記載されているかをお示し してお り ます。 早荊、 臍脱、 その後

は胎児鯛妾能不全ですと か心拍数低下、 または□期が遷延 したも の、 微弱陣痛、 有効な

野載痛がない、 回旋異常等、 また 、 特徴的なのは、 胎児先進部の下降を促すため と い う

こ と で、 胎児の先進部が高し 斗立置から下降を促すためにク リ ステ レル胎児班玉出法を し

滋離洲き滋と馨れにあたって、 ク リ ステ レノ蹴出その下、 表 4 でございますが、 こ ち ら

はク リ ステ レル胎児謳土出法を実施する と き の内診所見と して、 多 く は子宮 ロ にっいて

は全開大の時点で行ってお り 、 下降度についてはかな り ばらつきがある と い う のが現

状で、 特に単独実施については胎児の位置が高いものか ら 、 発露まであ り ます。 併用

実施については、 ガイ ドライ ンで児頭固定と い う 要約の記載がございますが、 それで

も少 し分布がある と い う と こ ろです。

次、 4 ページに移 り ます。

蒸溜漿壽騨鰤は罐許示ししてお り まち 1 ぺ-
次、 5 ページでございますが、 表 4 、 番号が誤ってお り ま して 申 し訳ございません

が、 こ ち ら はク リ ステ レル胎児謳土出法を実施した と き の状況と い う こ と で、 総実施時

間はク リ ステ レル胎児圧出法の初回手技か ら終了までの時間を集計してお り ます。 こ

ち ら は原因分析報告書において手技を終了 した、 あ るいは手術のために移動 した、 そ

う いった記載がない場合は児の娩出時刻を終了時刻 と して集計してお り ます。

実施回数については、 単独の場合は特に要約等の明確な基準はございませんが、 吸

引や鉗子な ど と の併用については 5 回以内ルールと い う も のが ございますので、 今回

の事例についてはこ の よ う な分布 と なっ てお り ます。
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下の表に移 り ま して 、 こ ち らがモニタ リ ングの状況と い う こ と で、 ク リ ステ レル胎

児班≦出法を実施 している間にモニタ リ ングを していたかど う か と い う こ と で、 連続的

にモニタ リ ングを実施 しかたのが鬮 圓) 。 その他に間欠的であ→た も のの
状況などをお示し してお り ます。

次、 早い説明で申 し訳ございません。 6 ページに移 り ます。

こ ち ら をこは、 いつも のよ う に教訓 と なる事例をお示し してお り ます。

1 事例割こつき ま しては、 双胎事例で第 1 子を娩出する際にク リ ステ レル胎児謳土出

法を実施 して、 第 2 子が今回の対象の事例になっている と い う 事例でございます。

7 ページ、 事例 2 でございます。 こ ち ら はク リ ステ レル胎児圧出法の実施が脳性麻

痺発症の増悪因子に関与した可能性がある よ う な事例 と い う こ と で、 教訓 と なる事例

と してお示し致 しま した。 こ ち ら の事例については、 実施時間ですと か実施した回数

な どが提言に記載されている と い う と こ ろです。

8 ページ半ばから下にございますが、 こ ち らは分析対象事例における原因分析報告

書の中の ｢自営鰯痺発症の原因' の誠でございます。 鬮において、 ク リ ステ レ
ル胎児班ま出法の実施が直接的に脳性麻痺の主な原因になった と い う 事例はございませ

んが、 実施 した時間ですと か回数、 双胎において実施したなどの記載で ｢脳性麻痺発

症の原因に関与した可能性が否定でき ない｣ 、 ｢低酸素 ･ 酸血症を悪化 させた可能性

がある ｣ な ど と いった記載がある事例がございま した。

ま た 、 ク リ ステ レル胎児圧出法の実施が直接的に関与 した と い う 記載はないですが、

心拍数の低下や徐脈な どの出現か ら低酸素 ･ 酸血症が長 く 持続した こ と が脳性麻痺発

症の原因に関与した と考え られた事例が多 く ございま した。

数ペー･瑳説明を割愛致します。 1 3 ページをご覧下さい。

1 3 ページ、 の こ ち ら園原因分析報告書における ｢医学的脣鮖薗｣ の記載の引用に

なってお り ます。 こ ち ら はク リ ステ レル胎児圧出法の適応について 、 様々評価されて
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お り 、 例えば児頭を下降させるためにク リ ステ レルを行った こ と についてなどが評価

されてお り ます。

次、 14 ぺ-ジからは、 ク リ ステ レノ搦台児謳土出法の要約や方法について、 また行っ

たこ と ･ 実施 したこ と についての言鮒面、 それぞれ単独で行った場合や併用で行った場

合について評価されてお り ます。

また、 (4) には、 双胎においてのク リ ステ レルの実施についての医学的評価な どが

ございま した。

次、 16 ページをご覧下さ い。

こ ち ら には、 ｢分娩端法の見直しについて｣ と い う タイ トルを仮でつけてお り ます

が、 ク リ ステ レル胎児眠土出法を続けた後に児の娩出に至 らなかった場合に、 他の分娩

方法の見直しを行わなかったこ と についての医学的群鮖茴な どが多 く ございま した。

下の方には、 診療録への記載について と して 、 ク リ ステ レル胎児班逡出法の実施につ

いてはなかなか記載の方法も特に明確な認識等はないかと思われますが、 記載が少な

く て状況が分からなかった事例な ども多 く あった と い う と こ ろでございます。

1 7 ページからは、 原因分析委員会の提言と して ｢検討すべき事項｣ に記載されて

いる内容を分け、 カテゴライ ズしたも のになってお り ます。 やは り 、 こ ち ら も ク リ ス

テ レル胎児圧出法の適応、 要約、 方法について、 また単独で実施したこ と について。

次、 18 ページは、 併用 して実施した こ と な どについて記載がございます。

18 ぺ-ジか らは、 学会鍼等への提言 と い う こ と で、 ク リ ステ レル胎児謳土出法に関す

るガイ ドライ ンの作成ですと か、 実態調査、 双胎における実施についての調査な どの

提言が書かれてお り ま した。

次、 20 ページに移 り ます。

20 ページか らは、 ク リ ステ レル胎児圧土出法についての現況と い う こ と で、 日本の

様々 な教科書等か ら簡単にたたき の案と して記載させて頂いてお り ますので、 適切で
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ないも のがございま した ら ご指摘等頂ければと思います。 ク リ ステ レル胎児謳土出法に

ついては、 なかなか要約等が明確に記載されている も のがございませんので、 そ う

いった と こ ろ も何かご提案頂ければと思います。

2 1 ページには、 以前も委員会でご意見等ございま したが、 ク リ ステ レル胎児班室出

法の元々原著にはどの よ う に≦書かれていたかとい う こ と で簡単に記載を してお り ま し

て、 現状と しては様々 な手技で行われているのが現状である と い う 記載に してお り ま

す。

ガイ ドライ ンには、 ク リ ステ レル胎児圧出法についてのガイ ドライ ン と い う も のは

ないんですが、 吸引 ･ 鉗子分娩の記載の と こ ろにC Q . 406 の中にク リ ステ レル胎児

圧出法についてのエビデンスがなかなか乏 しいので功罪については分か ら ない と い う

よ う な記載が解説部分にございますので、 こ ち ら を引用 してお り ます。 そち らが 22

ページでございます。

他のテーマ と 同様に、 学会ですと か団体での何か動き等があればこ ち ら に記載した

いと思いますので、 22 ぺ-ジの 4)にク リ ステ レル胎児謳逡出法に関連した学会等の動

き とい う こ と で欄を設けてお り ますので、 何かご意見等頂ければと思います。

23 ページか らが提言の記載にな り ます。

0市塚客員研究員 提言の記載は、 ク リ ステ レル胎児謳土出法に関 しま しては、 これま

で実態状況も分か り ません し、 適応、 要約について もはっ き り した ものがあ り ません

ので、 なかなか一般的なこ と は言えません。 ですので、 今回、 産科医療関係者に対す

る提言と い う のは、 主に今回原因分析で分析されま した分娩機関に対する ｢今後の産

科医療向上のために検討すべき事項｣ 等を主に提言と させて頂いています。

(1)はク リ ステ レル胎児班≦出法は、 月罐指環の悪化、 子宮破裂、 母体内臓損傷な ど

の副作用がある こ と を認識する 。 基本的には、 吸引分娩等の急速遂娩の補完と して実

施するが、 単独で行 う 場合には、 特に 、 胎児の状態が悪化する可能性がある こ と を十
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分認識し慎重に実施する と い う ふ う ろ こ させて頂いてお り ます。

(2) みまク リ ステ レル胎児謳土出法実施中は、 分娩監視装置ろこ よ るモニタ リ ングを連続

的みこ行い、 胎児の状態や子宮収縮の状態について、 常に言鮖価する。 繊開勺モニタ リ ン

グが困難な場合ろこおいて みま、 1 回の実施のたびに母児の状態を笄軸価 し、 実施の継続に

ついて検討する と させて頂いています。

(3) は胎児圧出法の実施および吸引 ･ 鉗子分娩の実施にあたっては、 こ ち ら要約を

確認して実施する と い う ふ う ろ こあ り ますが、 これも先ほ どの原因分析の記載を参考“こ

している と こ ろであ り ます。

(4) ク リ ステ レル胎児謳土出法実施時は、 陣痛に併せて骨盤誘導線に沿って娩出力を

補完する よ う ろ こ行い、 術者の全体重をかけるな ど過度な圧力をかけず、 上肢でかけ ら

れる程度の圧力で子宮底を圧迫する と い う ふ う ろこ させて頂いてお り ます。

(6)双胎経膣分娩における第 1 子娩出時においては、 ク リ ステ レル胎児謳窒出法を実

施しない と こ こでは提言させて頂き ま したが、 中には う ま く 実施すれば急速遂娩に至

らず娩出する場合、 そのまま経過観察する よ り はク リ ステ レル胎児班逡出法をやって う

ま く い く 例も あるかも しれません。 この ｢実施 しない｣ と い う のは言い過ぎの可能性

も あ り ますが、 こ ち ら も原因分析の記載を参考ろこ させて頂いてお り ます。

(6) みまク リ ステ レル胎児謳土出法の実施にあたっては、 急速遂娩 と 同様に、 適応、 開

女部寺刻、 終了時刻、 実施回数、 実施時の胎児心拍数、 陣痛の状態な ど、 経過を丁寧に

宦瑯ける と 。 こ ち らは分析しているなか、 やみは り 実際 どの程度の頻度でク リ ステ レル

胎児謳土出法が行われているか、 行っていても記載されていない症例も あろ う か と思い

ま したので、 やは り 医療行為を行った場合、 ク リ ステ レル胎児圧出法を行った場合は、

やは り 今後の分析にも必要にな り ますので、 ぜひ記録して下さい とい う こ と を こ こで

は言ってお り ます。

次、 学会 ･ 職能団体に対する要望に関 しま して、 (1) ク リ ステ レノ朔台児圧出法るこっ
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いての適応 ･ 要約、 禁忌、 具体的な方法、 中止の判断基準な ど、 具体的な指鹸十をガイ

ドライ ンに盛 り 込むこ と を要望する 。 ク リ ステ レル胎児謳土出法に関 しては、 先ほ ども

お話し しま した通 り 、 こ のあた り がはっ き り 決ま っていません。 ですので、 その参考

に と い う こ と で、 今回、 現況の と こ ろでク リ ステ レル胎児班≦出法の現法について も簡

単に触れさせて頂いてお り ます。

(2) は、 (1) を含むク リ ステ レル胎児圧出法の正しい実施方法について、 周知する よ

う 要望する と させて頂き ま した。

国 ･ 地方団体に対する要望は、 特にあ り ません。 以上であ り ます。

o事務局 (御子柴) 補足で･ 資料 2 につき ま しては、 今回の鬮をそれぞれの事
例について縦に並べた表にな り ますが、 こ ち ら を集計した も のが先ほどの原稿の 1

ページ目 の背景に多少ま と ま ってお り ます。 手技者について、 前回の委員会等で医師

が行っている状況か助産師が行 う 状況かと いったご意見等があ り ま したので、 原因分

析報告書で分かる範囲でお示し してお り ます。

よ って、 診療録に記載がない場合も ございますし、 報告書に記載がない場合につい

ては記載な し と手技者の と こ ろにお示 し しています。 右側にク リ ステ レノ瑁台児班墾出法

を実施した と き の方法についての記載と して、 例えばどの よ う に押 したかな どの記載

がある事例については、 下線を引いてお示し してお り ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 ク リ ステ レル胎児圧出法と一般に

呼ばれている胎児謳土出法がかな り 行われている と い う よ う な こ と と 、 脳性麻痺発症 と

の関連みたいなこ と でやは り 議論をすべきであろ う と い う こ と で、 これをテーマ と し

て選んで頂き ま した。

今 日 は、 フ ァ イ ナルにする必要はないので、 一応、 事務局でこ の よ う な資料をま と

めて頂き ま したので、 委員の先生方から色々 なご意見を頂いてま と めに向かっての方

向性を少し探っていければな と い う ふ う に思ってお り ます。 ど う ぞ活発にご発言頂き
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たい と思います。 よ ろ し く お願い致します。 いかがで し ょ う か。

○石渡委員長代理 産婦人科医会か らですけれども 、 こ こ に も書かれてあ り ますよ う

に 、 実施状況について実態調査をする こ と が望まれる と い う よ う なご提言を頂き ま し

て、 実際の と こ ろは、 ク リ ステ レル胎児班ま出法が どの ぐ らい実施されている 力“分から

ない状況です。 今、 学会では、 周産期委員会に登録してある医療機関、 これは周産期

センターである と か大き な と こ ろですけれども 、 約 10%の分娩が対応になっている

と思いますが、 ハイ リ ス ク のある分娩が多い とい う こ と も あ り ま して、 そ こで海野教

授が、 ク リ ステ レル胎児謳土出法にっいてはま と め られて調査されてお り ます。 学術集

会等々 で発表 されてお り ますけれども 、 実際は、 例えば診療所である と か中小の産科

医療機関の中でどの程度実施されているかと い う こ と は分か ら ない状況です。

そ う い う 中で、 産婦人科医会の医療安全部では、 この前、 メ ト ロ の こ と をやった よ

う に、 やは り 対象と な る と いいますか、 その母体と なる よ う な調査を したい と い う ふ

う に医療安全部のほ う では方向性が決まったんですけれども 、 実際には常務理事会を

通しま してやるかど う か と い う のを近々決定したい と思ってお り ます。

その中で、 今 日 、 い く つかの分析された内容が、 項 目 がこ こ に書かれてお り ますけ

れども 、 そ う い う 項 目 と 、 これから医会が実施しよ う と している ア ンケー ト の内容に

ついて、 少 し整合性をそろえたほ う が後の集計が しやすいのではないかと い う こ と を

考えてお り ます。 かな り の母数になってき ますので、 多分、 こ の医療安全提言と いい

ますか、 こ の報告書を作成する と き には、 参考になる よ う な資料ができ る のではない

かと思ってお り ます。

実際巽〕るかど う か と い う のは、 こ こではっ き り 申 し上げる こ と みまでき ませんけれど

も 、 一応、 方向 と しては実施する よ う なこ と で今考えてお り ますので、 またその節は

ど う ぞよ ろ し く お願い します。 実際に どの よ う なアンケー ト を取るかとい う こ と の内

容について も 、 今後検討していきたい とい う よ う に思ってお り ます。
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○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 医会の先生方の、 特に先生がおっ しゃいま

したメ ト ロ でのああい う データ を出 して頂き ますと 、 かな り イ ンパク ト のある資料と

して私ども もそれを参考に させて頂 く と 、 そ う い う のが よ り でき る よ う になっ てまい

り ますと 、 こ の再発防止 と い う観点から も具体的な提言につながる と い う よ う な こ と

も考え られますので、 ぜひ先生、 よ ろ し く お願い したい と思います。 あ り が と う ござ

います。

他にいかがで し ょ う か。

○川端委員 今の続き なんですけれども 、 今回出た資料か らま と めて提言を出すのは

いつになるんで し ょ う か。 と い う のは、 こ ち らのア ンケー ト のほ う と 時間的なずれが

ある と思 う ので、 こ っ ちが先に出ちゃ う と ア ンケー ト がわけの分からないも のになっ

て しま う と か、 やは り ア ンケー ト結果が出て分析が進んだあた り で一緒に併せて こ ち

らへ出 しても ら う と いいかな と思 う んですが。

○池ノ 上委員長 事務局、 いかがですか。

○事務局 “卸子柴) 毎年、 12 月 末までの事例を対象と して次の春に公壊走 してお り

ます。 旧年度は 4 月 ごろを 目安に と い う こ と で、 結果と して 5 月 初旬に公糘美 させて頂

いてお り ますので、 今年度はそれよ り 早い時期を 目安に公法も予定と なってお り ます。

○川端委員 中心的に資料をま と めても ら う の流毎野先生で、 これは 3年 目 なんです

れ ク リ ステ レル胎児謳土出法をテ-マに発表しても ら う の Iニ 3 年 目 を行 う にあたっ

て ど う して も こ う い う データが必要だろ う と い う こ と も 、 今回、 ア ンケー ト を取ろ う

と い う 動機にも なっているんです。

そ う する と 、 学会が 4 月 ごろにあ り ますよれ だか ら 、 その前ぐ らいに完璧に分析

が終わるん じゃないかと思 う んですれ だから 、 1 月 、 2 月 ごろに出来上がるん じゃ

ないかと い う ふ う に思 う んですけれども。

○事務局 (御子柴) 報告書の素案の承認会議が大体 2 月 ごろになるかと思われます。
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前回の臍帯脱出のメ ト ロ について も 、 ｢調査が行われている ｣ と いった記載はさせて

頂いて、 特に細かな結果と い う カメ分析等は掲載していない と い う 形にな り ますので、

医会の調査の時期に合わせて可能な範囲で掲載させて頂ければと思います。

0石渡委員長代理 メ ト ロ について も 、 今、 実は追跡調査をやっている と こ ろで、 こ

の前の報告では不十分な点がございま したので、 追臓癌調査しています。 そ う い う こ と

で、 今回やる ク リ ステ レノ翔台児誰土出法については、 追跡調査をや らずに済むよ う なア

ンケー ト を作っていきたい と思っていますので、 よ ろ し く お願い します。

○川端委員 今年中に出すのを 目標に と い う と こ ろで。

○池ノ 上委員長 これを再発防止委員会からの報告書の中に どのよ う に盛 り 込むかと

い う のは、 その進行状況に よ って も コ ンクルーシブにい く か、 現在こ う い う 状況であ

る と い う ふ う にい く か、 色々 な記載の表現所法も あるだろ う と思いますので、 そこ ら

辺は う まい具合に歩調を合わせる と い う こ と でやって頂ければと思います。 ど う ぞよ

ろ し く お願いします。

他にいかがでし ょ う か。

○川端委員 今回のを読みま して、 非常にネガティ ブに と ら えて 、 非常に読んでいて

不満に思 う と い う かですれ 例えば、 ク リ ステ レル胎児謳土出法もいい と こ ろ も あ るん

だよ と い う のが一言もないんですね 大変疲れま した。 それだけです。 デ-夕が出れ

ばちゃんと反論もでき るだろ う と 思います。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ やは り 、 そ う い う こ と ができ る よ う になっ た と い う の

は大き な進歩で、 ど う して も こ の再発防止で、 原因分析で示されたその結果を検討す

る と今の よ う な、 先生がおっ しゃったよ う な何か悪いこ と を したこ と をだめなんだよ

と い う 、 そ う い う 議論になって しまいますけれども 、 本当 はそこ にコ ン ト ロールみた

いな別の ものも ある ので、 だんだん説得力のある も のができ る。 今まではこ う い う こ

と が起こ り ま した 、 と い う 範囲の中で しか報告書をま と め られていなかったんですけ
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れども 、 今、 先生がおっ しゃ ったよ う みこ 、 いいこ と も ある よ と い う なの も併せて、 も

し先生方のそのアンケー ト あた り で出て く れば、 かな り 皆 さ んの汽翻得がい く 、 そ う い

う 資料を報告書に盛 り 込むこ と ができ る ん じゃないかと い う ふ 引こ思っています。

ですか ら 、 現時点では、 この報告書の中もそ う い う 結論的な表現と い う よ り も 、 事

実を提示する と い う よ う な と こ ろのつも り ではあるんですが、 読まれる方からい く と 、

これはパニ ッシュ メ ン ト じゃないかと かい う よ 引こ取 られて しま う と い う よ う な 、 誤

解を生じないよ う 々こ頑張っ ていかない と いけないな と思ってお り ます。 あ り が と う ご

ざいます。

他にはいかがでし ょ う か。

○箕浦委員 これはやっぱ り 脳性麻痺のケースだけを分析している と そ う なっ ちゃ う 、

ど う して もそ う なっ ちゃ う んですれ ですか ら 、 一般の臨床では、 う ちではやってい

ないんですけ ど、 ク リ ステ レル自体をですれ 教科書通 り 1 ~ 2 回押せば出る と い う

やりは、 恐 ら く 、 た く さ んあるんですが、 そ う い う のはこ の中に全然圦、って こ ないん

です。 分析する対象がそ う なので。 ですか ら 、 方向 と しては、 こ う い う と き に正 し く

や り ま し ょ う と い う 方向の提言になる のかな と思 う んですれ

0池ノ 上委員長 恐ら く 、 こ こ のデータだけだと 、 そ こが限界だと思 う んですれ で

すか ら 、 そ こ に医会の先生方のご協力が頂けて、 幅広いス タディ のアンケー ト結果み

たいなのが出て く る と 非常に分か り やす く なっ てい く し、 フ ェアな、 医療者側か ら

と っても フ ェアな見方であ り 、 それか ら患者さん方の視点から も 、 非常に色々 な こ と

を心配してお られる と思 う んですが、 そ こ ら辺のバラ ンスが大体お分か り 頂ける と い

う こ と も ある と 思いますけれども 。 いかがでし ょ う 。

他にいかがですか。

○藤森委員 ち ょ っ と 内容の確認なんですけれども 、 表 2 の帝王切開になっているの

は鬮とい う こ と で、 結局、 ク リ ステリレと他の吸引分娩も し く は鉗子分娩と併用
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して圓は繊窒分娩に成功した と い う こ と でよ ろ しいんですh
o事務局 (御子柴) はい。

○藤森委員 それから 、 オキシ ト シンを併用 している も のがあるかど う か と い う のを

ち ょ っ と知 り たいの と 、 それから体重を見る と 、 結構大きいのも あるんですけれども 、

最後に、 市塚客員研究員か ら説明 して頂いたよ う に 、 子宮 ロ が全開大である 、 児頭の

先進部が嵌入している 、 つま り 、 回旋異常と か、 そ う い う も のがなかったかど う か。

それか ら今の胎児の推定体重にも 、 これは生まれた赤ちゃんの体重ですけれども 、 推

定体重を どの程度把握していたのか。 つま り 、 児頭骨盤不均衡がない と書いてあ り ま

すけれども 、 3, 800 でも 4,000 でもいいんですけれども 、 そ う い う 赤ちゃんが どの程

度把握されていたのかと い う こ と と 、 それから緊急帝王切開に移行でき る準備がある

と い う ふ う なこ と があ り ますけれども 、 結局、 緊急帝王切開、 分娩でき なかった、 帝

王切開になったのが鬮とい う 話で したけれども 、 どの皺時間がかか→ている の
か。 どこかに書いてあったかも しれませんけれども 、 こ この 、 以下の要約を確認し実

施する と い う ふ う に書いてあ り ますので、 それに沿ってま と める のがいいんじゃない

かな と い う ふ う に思いますけれども 、 いかがで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 ど う ですか。 資料的に“二

○事務局 (御子柴) 現段階では、 ご準備でき る も のが限 られて しまいますので、 次

回までにそ う いった視点で集計を行わせて頂きたい と思います。

体重については、 結果の出生体重が ど う だったかではな く 、 推定体重が把握されて

いたかど う か と い う と こ ろでま と め る と い う こ と ですか。

○藤森委員 そ う です為 大きい赤ちゃんが把握されていたかど う か と い う こ と です

為 その基準は難しい。 その基準が難しいかも しれませんけれども 、 3, 800 か 4,000

か、 3 , 500 か難しい と こ ろですけれども 、 子 どもが大きい と い う こ と を分かっていて

ク リ ステ レル、 も し く は吸引分娩、 鉗子分娩を行ったかと い う こ と と 、 やっ ぱ り も う
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1 つ、 回旋異常と か、 我々 も前方前頭位と か後方後頭位でク リ ステ レルと か吸引で生

まれちゃ う こ と はあ り ますけれども 、 そ う い う 回旋異常、 難産にな り そ う だ と い う こ

と が把握 されていたかど う か と い う こ と も 、 やっぱ り ク リ ステ レルをやる前に分かっ

ていたかと い う こ と が非常に大きいん じゃ ないかと い う ふ う に思いますので、 こ の要

約ですか。 施行にあたるための実施にあたっての要約 と い う と こ ろに向けて、 結果を

ま と める のがいいん じゃ ないかと い う ふ う に思います。

○事務局 (御子柴) はい。 作業 させて頂き ます。

回旋異常については、 例えば回旋異常があ り 、 それを誘導しなが ら ク リ ステ レルを

行いなが ら修正した とい う か、 修復 した と い う よ う な記載も ある のですが、 児の回旋

について原因分析報告書にあま り 記載されていない事例も あ り ま して、 診療録にない

と い う と こ ろ も あるかと思います。 把握でき る限 り でま と め させて頂きたいと思いま

す。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 こ の委員の先生方から も 、 かな り 具体的な

ま と めの方向性についてサジェスチ ョ ン頂いています。

○勝村委員 僕も子宮収縮剤 と の関連をち ょ っ と調べておいて欲しいと思います。

やっぱ り い く つかのカテゴ リ ーに分類でき る と 僕なんかは思って しま う パターンの一

つで、 子宮収縮剤を使い、 吸引分娩を し、 ク リ ステ レルを し、 脳性麻痺になっている

と い う 、 セ ッ ト になっている よ う に見える事例 と い う のは過去の被害者の経験から も

ある ので、 それをあま り 何も考えずにセ ッ ト でやって しま っている と い う こ と は減 ら

してい く べきだと思 う し、 そんな事例の数が どれぐ らいある のかと い う のをち ょ っ と

知 り たい と い う こ と と 、 それか ら 、 陣痛促進剤に しても 、 き ちん と ガイ ドライ ン通 り

使っている事例はあま り こ こ に出てきていないわけなので、 つま り 、 こ こ に挙がって

きている事例 と い う のはガイ ドライ ンを逸脱しているから と い う こ と のほ う がやっぱ

り 多かった と思 う ので、 陣痛促進剤 自体に問題があるん じゃな く て 、 脳↑螂麻痺になっ
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ている事例でガイ ドライ ンを逸脱していたのが多かった と い う こ と と 比較する と 、 ク

リ ステ レルについてはガイ ドライ ン 自体がまだき ちん と何が標準かがよ く 分かってい

ない とい う 状況なのでよ り 深刻であ り 、 こ こ にお られる先生方に関 しては、 こ う い う

ク リ ステ レルな らば有効でこ う い う のは危険だと 、 き っ と分かってお られるんだと思

う んですけれども 、 そのあた り をやっ ぱ り 明確に してい く 作業 と い う のはすご く 大事

で必要なんじゃないで し ょ う か。

やっぱ り 双子の子どもでのク リ ステ レルでの脳性麻痺と い う 事例も 、 僕 自 身も訴訟

になっている複数の事例を知っている し、 そのあた り の こ と も含めて具体的に標準化

して欲しい と い う こ と を、 すごく 過去の事例を踏まえて思います。

それか ら も う 1 つなんですけれども 、 前の第 2 回の と こ ろの最後に、 急速遂娩を し

ている最中の話なので、 ど う い う イ メ ージかよ く 分か らないんですけれども 、 やっぱ

り ク リ ステ レルに関 しては、 ク リ ステ レルの必要性と方法について説明を行 う こ と が

必要である と い う こ と が 、 第 2 回の報告書の最後に書いてあって、 そ う い う こ と をき

ちん と説明する こ と 、 やるかやら ないかと い う のは、 あ らか じめ子宮収縮剤を誘発 目

的で使 う か使わないぐ らいの感じでゆっ く り 決める時間がある のかど う か“灘微妙なん

ですけれども 、 こ のあた り の説明をする こ と が 、 第 2 回の報告書では 1 つの課題に

なっています。 そのあた り を今回の報告書ではど う扱ってい く のかな と い う 点を

ち ょ っ と お聞き したい。

○池ノ 上委員長 その 2 点ですれ いかがですか。 先生方のご意見 と して 、 今、 勝村

委員がおっ しゃったク リ ステ レルをやる と き に 、 説明 と して どの程度の レベルで同意

が得 られるかと い う 、 そ う い う ご質問ですよ ン熟 どの ぐ らいの と こ ろでと い う 、 いか

がで し ょ う か。

あ と 、 子宮収縮薬を どの ぐ らい使っているかと い う のは、 分か り ます黄熟 まずそ

ち らから。
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○事務局 (御子柴) はい。 次回までにお示しでき る よ う みこ致 します。 かつ、 ガイ ド

ライ ンの状況と い う こ と ですれ

○石渡委員長代理 オキシ ト シン と い う か、 子宮収縮薬の使用については、 事前にイ

ンフォーム ドコ ンセン ト を取 り やすい、 そ う い う 状況にあ り ますけれども 、 ク リ ステ

レルとい う のは、 も う 生まれるその瞬間ですから 、 本人か らはも ちろん取る こ と はで

き るかも しれませんけれども 、 なかなか子宮収縮薬の よ う に取る こ と は!難 しい。 やっ

ぱ り その時の状況を判断して決めるわけですから。

○勝村委員 そんなイ メ ージも僕にはあるんですけれども 、 前回の第 2 回の報告書の

一番最後のページ、 49 ページの 4行割こ、 ク リ ステ レルに関 しては必要性と薪法に

ついての説明を行 う こ と が必要だと書いてあって、 それが文献 5 だから 、 周産期の処

置と手術と い う メ ジカルビュ一社の本にそ う 書いてある よ う に読め るわけですよ ×乱

だから 、 こ のあた り を ど う すべき と い う 意見は、 僕はち ょ っ と難し く て分か ら ない

んですけれども 、 何かやっぱ り 言及してお く と した ら 、 どんな言及の仕方があ る のか

と い う こ と も ち ょ っ と議論を してほ しい と い う こ と です。 僕は、 こ の第 2 回の報告書

では、 こ こ の文言が気になっ ていたので、 それを ど う い う ふ う に扱ってい く のかと い

う こ と も ち ょ っ と 検討しておいて も ら ったほ う がいいん じゃないかな と思います。 原

典の教科書みたいなやつに ど う 書かれているのかがまだよ く 分か ら ないんですけれど

も 。

○池ノ 上委員長 分か り ますか。 これはプ リ ンシプルの教科書ですよれ 産科学の。

現実に、 これは私の経験ですけれども 、 何も言わないで押すと い う こ と はない と思 う

んですれ ｢ち ょ っ と も う 少 しですから手伝いますね｣ と か ｢上から押 しますよ ｣ と

か、 少な く と も ロ頭でご本人にはっ き り ｢進むよ う に手助け します｣ と い う よ う な こ

と はみんな言っていて、 黙っ て上から押される と い う こ と はまずないと思いますけれ

ども 、 ただ、 そ こ を文書にでき るかど う か と い う 、 そ う い う 余裕があるかとい う と こ
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るについてはなかなか厳しいんではないで し ょ う か。 今、 石渡委員長代理がおっ

しゃ っ た よ う な こ と かな と い う のが一般的な感覚じゃないかな と思いますけれども為

いかがですか、 先生方。 箕浦委員、 いかがですか。 圧出する と き の状況“盂

○箕浦委員 おっ しゃ る通 り です。

○池ノ 上委員長 ですから 、 そ こ ら辺である程度皆 さんのコ ンセンサスが得られて、

そ う い う よ う な こ と はや り ま し ょ う よ と い う レベルでの提言 と いいますか、 そ う い う

こ と みこな る だろ う と 思いますけれども詠 それもまた、 ち ょ っ と プ リ ンシプルでの書

きぶ り を見せて頂いて。

他に ど う ぞ。

○川端委員 私、 これ、 今、 読んで気がついたのは、 必要性と薪法について説明を行

う と書いてあるんです為 これは、 先ほ ど、 勝村委員がご指摘になった第 2 回の 49

ページですが、 こ こ の と こ ろに 、 ク リ ステ レル胎児圧土出法の必要性と方法について説

明を行 う と い う のは、 ま さ し く 、 今、 委員長がお話しになったよ う に、 何も言わずに

やる こ 揉まないで し ょ う と 。 ｢手助け しま し ょ う ｣ ｢押 しま し ょ う ｣ と い う 、 そ こま

でなんですれ これ以上、 こ の こ と に よ る副作用 と かマイナス面については、 多分、

話す時間がそれこそないと い う 。

ですから 、 こ こ の表現も 、 必要性と方法までに限 られている と い う のが、 やっ ぱ り

1 つポイ ン ト だ と思 う んです。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 大体そ う い う川端委員の補足を頂けて。

○岩下委員 条件をま と めて頂いたク リ ステ レル圧出法は、 医療機関からの報告なの

で、 話題に出ま したよ う に 、 や り 方がかな り 人に よ って違 う んですれ そ う い う 場合

に、 軽 く 手のひ らで押しただけをク リ ステ レルと取っている と こ ろ も あれば、 も っ と

強 く やる こ と も ある し、 今度、 医会でやられる ア ンケー ト ですか、 ど う い う のを ク リ

ステ レルとする と い う のは入っているんですか。 そ う しない と 、 かな り 色々 なのが
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入ってき ちゃ っ て。

逆に 1 つ学会のほ う に弁護士さんから 、 ク リ ステ レルをやって月刊蔵破裂を起こ して、

こ の手技についての注意を喚起して く れ と い う のが来ていた り して 、 それはよ っぽど

ひどいや り 方だと思 う んですが、 そ う い う ク リ ステ レルの定義があいまいなので、 ど

う い う のを ク リ ステ レルにするかと い う こ と に関 して、 何かひとつ基準がない と この

言鮖曲ま難しいのかな と思ったんですけれども。

○石渡委員長代理 今の案は、 ク リ ステ レルと い う 言葉を使いますけれども 、 実際は

胎児圧出法なんですが、 例えばA群、 B群、 C群、 D群に分けてあ り ま して、 A群は

片手で押す、 それか ら両手、 馬乗 り 、 まで 3 つあ り ます。 それから 、 前腕で押すと か、

布を使って押すと か、 あ るいは リ ズ ミ カルにやる と か、 持続的に押すと か、 あ るいは

胎軸に対して垂直方向でやるか、 骨盤軸の誘導線に沿って行 う と か、 い く つかアン

ケー ト の項 目 があるんですけれども 、 これも も う 少 し整理しなければ九 ･けない と思っ

ているんですけれども 、 かな り 細か く 聞こ う と い う ふ う に思ってお り ます。

○岩下委員 かな り 細かいです為 この ぐ らい細か く ない と 、 やっぱ り 評価でき ない。

○箕浦委員 医会のアンケー ト はジ本当 にすばら しいと思 う んですが、 現実これら の

ケースは相当せっぱ詰まっているので、 相当思いっ き り やっている 。 ま あ 、 想像です

けれども。 その よ う なものが大部分ではないでし ょ う か。 これ らのケースについて“義

○池ノ 上委員長 こ こで脳性麻痺のお子 さん方について議論しているケースですれ

ですか ら 、 恐 ら く 、 他にもせっぱ詰ま って追い込まれてやら ざる を得ない とい う よ う

な状況もある と い う のも 、 そんなのも恐 ら く 、 浮かび上がって く るん じゃないかと思

いますけれども 、 ですから 、 かな り 幅広い情報が出て く るん じゃないかな とい う ふ う

に期待しています。 他にいかがで し ょ う か。 よ ろ し ゅ う ございますか。

○勝村委員 馬乗 り と い う のは、 被害者達の過去の裁判ではい く つも経験があるんで

すけれども 、 やっぱ り 馬乗 り と い う のは、 ち ょ っ と 先生方か ら した ら 、 や り 過ぎなん
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ですか。 それも必要な と き も ある と いえばあるんですか。 何かち ょ っ とやっぱ り 本当

に共通のイ メ ージが ど う なっているのか、 ア ンケー ト を取って も ら っている 中であれ

なんですけれども 、 ス タ ンダー ド と して馬乗 り と かが ど う なのかと か、 今こ こ を

ち ょ っ と 見た ら 、 やっぱ り 双子はやめておいたほ う がいい と かい う のは、 ざ く っ と 、

どんなス タ ンダー ドだと理解すべきなのか、 も し何かち ょ っ と共通のイ メ ージがあれ

ば知 り たいな と思 う んですが。

○池ノ 上委員長 どなたかご意見下さい。

○川端委員 1 回で出 さ な く ちゃいけない と い う よ う むこ私は習ってき ま した。 強いや

つはですれ これで出そ う と い う よ う な、 そ う い う 押 し方があって、 ク リ ステ レルは

基本的にはも う 1 回で出すのを 目標にする と 。

だけ ど、 1 回で出ないよ う な場合と い う のは幾らでも あって、 それはそれこそ馬乗

り を何度もやっ ちゃいけない と い う よ う な こ と になって く る と 思 う んですれ 片手で

誘導してい く よ う な形で 10 回 と かやって、 分娩の進行の程度 と コ ンビネーシ ョ ン と

い う んで し ょ う かね で、 回数は増えてい く かも しれない。

ただ、 だ らだ ら と 強 く 押 した ら危険だと い う こ と はみんな知っていて、 そ う い う 場

合と い う か、 赤ちゃんが本当に危ない場合には、 も う 1 回で出そ う と い う こ と だ と私

は思っていたんですけれども 、 それでいいですか。 う ま く 説明できなかったけれども 。

○勝村委員 1 回で、 も う 出そ う だ と い う と き だっ た らやって もいいけれども 、 何回

もやらなき やいけないよ う な と き は、 も う そんなこ と をやっている時間があった ら一

刻も早 く 帝王切開すべき と い う 、 つま り 、 吸引分娩なんかとやっぱ り 同 じイ メ ージな

のかな とい う 理解でいいんで し ょ う かね

それと 、 やっぱ り 吸引分娩する と き にはク リ ステ レルを、 吸引分娩する こ と が理由

と して正 しい と き 、 だから 、 吸引分娩を している と して、 何回も しなき やいけないん

だった ら早めに帝王切開 してお く べきだった と 、 後から見た ら思 う の も あ り ますけれ
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ども 、 仮に本当に吸引をち ょ っ と した ら 1 回で出て く る と い う と き なんかには、 ク リ

ステ レルは一緒にやる のが普通なんですか。 それと も 、 吸引だけでできたほ う がいい

んですか。 吸引する 、 イ コーノ洲吸引 と ク リ ステ レルはセ ッ ト で、 やっぱ り あ と 1 回押

した らいい、 ち ょ っ と 引いた らいい と い う のは、 一緒にやる と い う感 じなんですか。

それと も一緒じゃないんですか。 皆 さ んの中で“義

○石渡委員長代理 それはケース ･ バイ ･ ケースです。

○池ノ 上委員長 基本的には、 そ こ に来ていて、 最後の最後でも う 一息と い う と こ ろ

に来ているんだけ ど出ない と い う と き に 、 吸引な り 、 錨子な り だけで出る と い う のが

理想的で、 それに も う ち ょ っ と 足 り ないな と い う と き には、 では、 子宮底に両手を当

てて馬乗 り と かな ら ないで、 骨盤の軸に、 産道に沿って圧をかけてあげて吸引 と一緒

にやる と 。 段階的にそ う い う ふ う にアプライ される と い う のが基本的 じゃないかと思

います。

ですか らY馬乗 り になってやる と い う のは、 やっぱ り ち ょ っ と 普通ではない と い う

のがほ と ん どでし ょ う 。

でも 、 切羽詰ま っ て しま って ど う し よ う も な く て 、 馬乗 り にな ら ざる を得ない と い

う 状況が絶対ないかと い う と 、 それも なかなか難しいと思 う んですね だけ ど、 そ う

い う こ と にはな ら ないよ う に避けな さ い と い う のが 、 教育的には基本だと思います。

ただ、 教育の通 り にいかない と こ ろがある と い う のが現実の問題なんです。

○藤森委員 吸引分娩する と き も鉗子分娩する と き も ク リ ステ レルをする と き も 、 恐

ら く 、 皆 さ ん、 1 回で出る と思ってやっているわけで、 2 回 目 がある と い う のは、 そ

れを予想してやっているわけではな く て 、 出ない、 先ほ ど川端委員がおっ しゃ ったよ

う に、 1 回 目やったけれども 出ないので し ょ う がな く て 2 回 目 をやっ ている。 滑脱も

そ う ですけれども 、 吸引分娩やっていて滑脱して、 最初から 1 回で出そ う と思ってい

るわけですけれども 、 それが出な く て滑脱して 2 回 目 、 3 回 目 と い う ふ う になって く
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る わけです。 なので、 みんな最初は 1 回で出る と 思ってやっているわけです。

それから 、 僕の経験か ら言わせて頂 く と 、 双子の第 1 児を出すと き にク リ ステ レル

をやった こ と も あ り ます。 それから 、 馬乗 り “こなってやったこ と も あ り ます。

ただ、 馬乗 り になる と き と い う のは、 さ っ き池ノ 上委員長が説明 されていま したけ

れども 、 帝王切開がすぐでき る病院だった ら 、 多分教育病院等を含めて、 すぐ帝王切

開 しよ う よ と言えるんですけれども 、 福島あた り の病院だと 、 なかなか帝王切開、 そ

れにかかる と い う こ と になる と 、 やは り ｢助産師さん、 やって よ ｣ と か、 そ う い う ふ

う になって しま う と い う のは、 それは 日本の医療の現状なんじゃないかと私は思いま

す。

それか ら 、 ついでに、 先ほ ど勝村委員がおっ しゃ った同意の話なんですけれども 、

これはやは り 会陰切開もそ う ですし、 吸引分娩も錨子分娩も 、 文書で取っている暇 と

い う のはないわけで、 やっぱ り 本来な らば包括同意みたいな感じで、 分娩時の こ う い

う 手技に関 してはこ う い う こ と が起こ り 得ますよ と言って、 ク リ ステ レルも含めて

取ってお く と い う のがやっぱ り 理想なのかも しれませんが、 先ほ ど池ノ 上委員長がお

話し したよ う に 、 ｢ち ょ っ と 手伝 う よ ｣ と い う 感 じ、 ｢ち ょ っ と狭いから会陰切開を

入れますね｣ と か、 ｢ち ょ っ と赤ちゃん苦 しそ う ですから 、 吸引分娩かけて赤ちゃん

を出 しますね｣ と い う 感 じで説明 している のが実情だと い う ふ う に思います。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいでし ょ う か。 あ り が と う ございま した。

ク リ ステ レルと い う 言葉をつけるかど う かは別 と して、 胎児謳土出法について、 も う

少 し議論を進めて頂いて方向性を定めていきたい と い う ふ う に思います。 ど う も あ り

が と う ございま した。

それでは続き ま して、 子宮破裂について、 事務局か ら の説明をお願い致します。

○事務局 (御子柴) 子宮破裂につき ま しては、 資料 3 、 4 を ご覧罷頁き なが ら ご審議

をお願い致します。
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まず、 資料朝こついてですが、 子宮破裂について と い う こ と で 20 1 3 年 3 月 末まで

に頌した、 同 じ く 鬮鬮を分析稼と して、 こ の う ち子宮隈を発症した事拙
圓を今回の分析絲と致しま した。 子宮破裂を発症した皿の主な背景と致しま して
は、 表 1 の通 り でございます。

妊娠週数ですと か既往帝王切開歴、 V B A C の回数、 手術歴、 経箋藍 ･ 初産の状況

今回綱島も經婦でござぃま した。 c p D の熟めミわたのが鬮。 分娩誘発 .
促進の状況で、 鬮が囃薬と メ ト 。 の使用 、 も う鬮が人工穣の実施と い う 状況
です。

出生時の体重については、 お示 し している通 り でございます。

あ と は母体の体重増加が多かったもの、 感染、 早剥等の状況をお示し してお り ます。

胎盤付着部位について何か関連性があるかと い う こ と で事例を見てみま したが、 前

壁付着 と い う 記載で、 その他分か らないも の等が多く 、 また特に前圃舘鑿臣 と い う 事例

はございませんで した。

2 ページです。

子宮破裂を発症した時の状況と して、 後ほ ど資料4 の と き にまた詳細をご説明 させ

て頂き ますが、 今 。 の う ち 、 鬮が 自宅発症、 皿件が入院中の発症 とい う こ と で
した。 また 、 その う ち がT O L A C 中の発症になってお り ます。

また ･ 診断した時期 と致しま しは 自宅事棚量を除いて、 分娩第 I 期が鬮、
第n期が鬮でございま したo
ごタ ルグ“状況につき ま しては、 鱗的カ皿、 間欠的が鬮とい う 状況で、

間欠的凋圈につきま しては、 鬮は自宅で発症して入院後 とい う こ と " こな り ますの
で、 娩出までの時間が短い中で持続的につける暇がな く 分娩に至った事例かと思われ

ます。

その次、 子宮破裂発症までの陣痛の状態と い う こ と で、 過強陣痛の状況について見
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てみま したが、 明確に記載された り 診断されている も のはな く 、 特に過強陣痛 と い う

ふ う な記載はございませんで したが、 陣痛の記載を見てみますと 、 1 ~ 2 分の事例が

鬮、 2 分以上の事例力棚、 廟の状態が不明瞭だ.たも のが鬮かう こ と でご
ざいま した。 訴えや症状、 臨床所見な どについては、 後ほ ど資料4 でお示し致します。

2 ページの下に記載してございますが、 子宮破裂を診断し、 帝王切開を決定してか

ら娩出まで“時間について見てみま した と こ ろ 、 駒が鬮、 最長で鬮、 平均
は圏とい う 状況でごさま したo
次･ 3 ぺ‐ジでござぃますが、 教訓 - と なる事例を圏薑お示し してお り ます。
事例 1 は、 既往帝王切開歴がな く 、 2 回経翫蚤 今回の児が大き めだった事例でござ

います。

4 ページをご覧割頁き ま して、 事例 2 については、 既往帝王切開妊婦で、 陣発 し、 T

O L A C の最中に発症した事例で、 モニタ リ ングが一時中断していて、 モニタ リ ング

を行 う こ と が強 く 勧め られる と い う よ う な記載がある事例でございます。

5 ページ、 3)が脳性麻痺発症の原因の記載について、 原因分析報告書の状況を取 り

ま と めたも のでございます。

分析纖霊においては、 子宮破裂が主たる原因であった事例が鬮。 残 り棚
については･ 複数の原因 と して早褻iを合併した事例蠣皿でございま した。 また 、 子
宮破裂の要因について、 原因分析報告書における主な記載の状況と致しま しては、 既

往帝王切開妊婦、 V B A C 、 T O L A C 、 経産婦における子宮筋層の損傷、 児が大き

い、 ク リ ステ レル胎児圧出法、 吸引 、 強いP職痛等の記載がございま した。

その具体的な記載について、 1 ~ 8 ページまでお示し してお り ます。

8 ぺ‐ジでございますが･ 4) "医学的謡価と い う こ と で、 今回の霊こついての医
学的言鮖価の状況を実際の記載を引用 してお り ますが、 既往帝王切開妊婦の管理につい

てですと か、 V B A C ･ T O L A C についての管理、 また 10 ページには胎盤付着部
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位の妊娠中の診断について、 発症前の リ ス ク の管理について、 また 、 発症後の管理に

ついて等が記載されてお り ます。

12 ページ以降は、 子宮破裂を診断した と き の状況ですと か、 その後の対応につい

ての記載を引用 してお り ます。

次、 14 ページでございます。 こ ち らか ら原因分析報告書における検討すべき事項

の記載、 提言の状況です。 医学的言鮖価 と 同 じ く 、 既往帝王切開ですと かTO L A C に

ついての提言、 またハイ リ ス ク妊婦の管理についての提言等がございま した。 また、

分析対象には過強陣痛は存在しなかった と い う こ と でございますが、 陣痛の言鮒価な ど

について、 また収縮薬の使い方についての記載がございます。

あ と . ･ ぺ‐ジ下には･ (･) に趨鰤理を提出する こ と について言繊された事例が囲
件ございま した。

次、 16 ページでございますが、 こ ち らからが･学会への提言 と い う こ と で、 分娩機

関等への提言と 同 じよ う に 、 妊婦の管理についての記載、 あ と は子宮破裂についての

調査研究の提言等がございま した。

こ ち ら子宮破裂の事例については、 ハイ リ ス ク妊婦の管理と い う こ と で、 国 ･ 地方

自治体への提言等もイ祚牛か記載がございま したので、 1 7~18 ページにお示し してお

り ます。 その中に前回の帝王切開の情報が不足 していた と い う か、 分か り に く かった

事例等がございま したので、 母子手帳にそ う いった特記事項欄を設ける工夫な どの提

言が されてお り ます。

19 ページ以降が子宮破裂に関する現況と い う こ と で、 先ほ ど と 同 じ く 主な教科書

等の記載を事務局で簡単にま と めた も のでございますので、 適切な表現等について何

かご意見等があれば、 頂戴したい と思います。

破裂については、 分類を記載してお り ま して 、 原因 ご と の分類ですと 、 外傷性の も

の と か瘢痕性のもの、 あ と 自然破裂な どの記載があ り ま した。
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20 ページからが主な症状と い う こ と で、 破裂については どの よ う みこ予兆を発見 し

て早期診断につなげてい く か と い う と こ ろから思われますが、 子宮破裂の切迫症状に

ついてのい く つかの記載を簡単に取 り ま と めてお り ます。

また、 (の と (6)ですけれども 、 どの よ う に早期診断をするかと い う と こ ろで、 モニ

タ リ ングですと か陣痛の言鮖価 と いった と こ ろについてのご意見を頂戴できれば乙思い

ます。 ｣ -

2 1 ページでございますが、 既往帝王切開妊婦の管理と い う こ と で、 V B A C ･ T

。 L A c の事桝けが今蛔圓ございま した。 こ ち ら については基準 と い う か･ ガイ ドラ
イ ンの記載がございますので、 そち ら を引用 してお り ます。

こ こで資料4 、 A 3 でご用意 してお り ますも のを ご覧舘頁ければ乙思います。 こ ち ら

1 枚 自 力皿圏事例の主な背景を、 先ほ どの原稿ですと 1 ぺ‐ジ目 に集計したものの
それぞれの状況をお示し した資料と なってお り ます。

また、 事故 目 の右側には、 胎児心拍数異常の状況とい う こ と で、 モニタ リ ングの状

況ですと か、 異常の出現した と き の波形ですと か、 心拍数、 あ と はそれについての原

因分析報告書における記載などを引用 してお り ます。 こ ち ら に先ほどの連続的 と か間

欠的 と いった記載はございませんが、 事粗鬮については 自宅発症の ものですので、
間欠的皿薑圏の中で、 鬮の事例朴時モニタ リ ングを中断した間欠的の事例に
なっ ているかと 思います。

資料をおめ く り 頂き ま して 2ページ 目 には、 ② と 致 しま して、 2 枚にわたってお り

ますが、 今回構圏の事例の主な経過 と し ･ う こ と で、 子宮破裂を発症した と 思われる
時期に妊婦が どの よ う に訴えていたかと い う ものを左側に記載してお り ます。 右側 3

列については、 入院時から分娩経過、 また手術時に ど う いった所見だったかをお示 し

してお り ます。 鬮鬮分を 2枚にわたって識してお り ますので･ 事例の状況をこ ち
らでご覧訂頁ければと思います。
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最後に逐枚目 でござぃますが、 こ ち ら③ と 致しま して鬮の発症時の状況とぃ う
こ と で、 発症場所、 診断した時期、 あ と は帝王切開までの時間 と い う も のをお示 し し

て、 右側は原因分析報告書における原因について取 り ま と め られている記載を引用 し

つつ、 その中に書かれている子宮破裂の要因 と い う も のが 、 記載がある も のについて

右側に 1 ~ 4 までお示し してお り ます。

主たる原因の欄で、 下 2 つが空白 になってお り ますが、 こ ち ら も子宮破裂が原因 と

されている事例でございます。

提言について市塚客員研究員よ り ご説明 します。

○市塚客員研究員 23 ページですけれども 、 再発防止および産科医療の質の向上に

向けて とい うページにな り ます。 こ ち ら も 、 それぞれ産科医療関係者に対する提言、

学会 ･ 職能団体に対する要望、 国 ･ 地方自治体に対する要望と あ り ますが、 これら も

それぞれ原因分析報告書の中の ｢産科医療向上のために検討すべき事項｣ を取 り ま と

めた も のになってお り ます。

1)産科医療関係者に対する提言と しま しては、 (1)ですが、 既往帝王切開妊婦、 巨大

児、 胎位異常な どの危険因子がある妊産婦については、 妊娠後期 ･ 分娩中において、

胎児心拍数モニタ リ ングに よ る評価、 訴えの丁寧な聴取、 定期的な超音波断層法の実

施な どを特に慎重に管理する と させて頂いてお り ます。

(2)既往帝王切開妊婦については、 前回手術時の情報確認を積極的に行い、 予定帝

王切開の方針決定や妊産婦への指導を含め、 妊娠中の危険因子の管理 ･ 分娩兆候の管

理を｣慎重に行 う 。

(3) T O L A C は、 適応や要約を慎重に判断し、 事前に文書に よ り 有害事象も含め

た説明に よ るイ ンフオーム ドコ ンセン ト を得る。

(4) T O L A C にあたっては、 緊急帝王切開がすぐに実施でき る準備下で行 う 。

(5) T O L A C 中は、 分娩監視装置によ る連続的モニタ リ ングを必拷行 う 。
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(6)子宮破裂の危険因子がない場合であっても 、 いわゆる 自然破裂、 子宮破裂と い

う こ と か と 思いますけれども 、 そ う い う こ と が起き る こ と を考慮 し、 特に経鞄華婦や胎

児推定体重が大きい場合、 分娩早期に出現する胎児心拍数異常な どは、 よ り慎重な妊

娠 ･ 分娩管理が必要である と させて頂いてお り ます。

2)学会 ･ 職能団体に対する要望ですが、 ①T O L A C の実施に限らず、 既往帝王切

開妊婦の妊娠および分娩管理について、 よ り 具体的な指鹸十をガイ ドライ ンに盛 り 込む

よ う 要望する。

(2) T O LA C 中の胎児心拍数聴取について、 連続的モニタ リ ングの重要性の周知

徹底を図る よ う 要望する。

3)国 ･ 地方自治体に対する要望 と致しま しては、 (1)ハイ リ ス ク妊婦の管理や子宮破

裂な ど、 重篤疾患の緊急搬送体制な どが円滑に行われる よ う 支援する こ と を要望する。

(2) 、 24 ページにな り ますが、 既往分娩歴と なる帝王切開術施行の情報に関する記

載について、 母子手帳の記載事項が充実する よ う 検討する こ と を要望する と い う ふ う

に させて頂いてお り ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。

○事務局 (御子柴) 途中でお配 り 致 しま した当 日配布資料でございますが、 常“湖台

盤早期剥離や臍帯脱出の審議の と き に行いま した作業 と 同様に、 い く つかの文献で危

険因子が どの よ う に記載されている のかを調べている過程でございま して、 まだ作成

途中であ り ますが、 委員長からお示し して も よ ろ しいのではないかと い う こ と でご意

見を頂き ま したので、 文献の整理はまだ進めていき ますが、 お示 し してお り ます。 実

際に、 報告書の最終段階でど う いっ たも のを破裂の リ ス ク 因子 と してお示しするかと

い う と こ ろ も あ り ます し、 現況に どのよ う に記載するかと いった と こ ろ も含めてご検

言椚費ナればと思います。 以上です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 子宮破裂と い う稀な実態ではあ り ますが、
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非常に重篤な状態 と い う こ と で、 これもテーマ と して取 り 上げて頂いたわけですが、

いかがで し ょ う か。 何かご発言ございま した らお願い致します。

○川端委員 教えて頂きたいのですが、 子宮破裂が起こ っ た と き の母体のバイ タルサ

イ ンの変動 と胎児心音の変動 と 、 ど う い う 症状が一番初めに出てき ますか。 何カメ分か

り ま した ら 、 教えて下さい。

○事務局 (御子柴) 母体のバイ タルサイ ン と胎児心拍数を同時で見た と き のその推

移と い う ものを、 今回検証してお り ませんので、 双方が どの よ う 々こ推移したのかを、

時間経過を含めて次回お示しでき る よ う みこ致します。

事例によ ってはシ ョ ッ ク状態に近い状況になっている も のも ございますし、 特にバ

イ タルサイ ン上は大き な変化がな く 、 突然発症したも のも ある よ う な状況だ と思いま

す。

胎児心拍数については、 心拍数の異常の状況とい う こ と で、 資料4 の 1 ページ割こ

徐脈の状況についてお示し している と こ ろでございます。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいですか。

0川端委員 母体死亡はなぃんですね こ棚馴で。
0事務局 御子柴) はい。 琥棚鬮の中にはございません。
○池ノ 上委員長 妊婦さんの訴え と か症状と かと い う の も 、 これは一応ま と めてあ り

ます為 そ う いっ た と こ ろを少 し分析 ･ 言覊ける と 、 と ら え るべき症状、 早 く 起こ っ

ている訴えな どが、 圏ですからまだまだ提示する レベルを超える こ と "までき ない と
は思いますけれども 、 参考になる よ う なこ と が出て く ればいいな と い う ふ う に思って

お り ます。

他にいかがで し ょ う か。

○藤森委員 やは り 再発防止委員会なので、 先ほ ど事務局 (御子柴) がおっ しゃった

よ う に、 早期診断と い う こ と が非常に大切だと思 う ので、 そ こ にぜひ焦点を当てて、
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女慈掃 さ んが痛がったのかど う か と か、 先ほ どか らずっ と話が出ていま したけれども 、

ど う い う こ と で子宮破裂が疑われたかと い う こ と をぜひ強調 して頂きたい と い う のが

　 　　

それか ら 、 鬮の う ち圏が 自宅 と い う 話だったですけれども 、 残 り の鬮も含め
て、 いわゆる分娩開始、 陣痛が始ま る前だったのか後だったのかと い う のは、 ち ょ っ

と個人的な興味なんですけれども。

それか ら も う 1 つ、 T O L A C と かする と き もそ う なんですけれども 、 有剛藥外麻酔、

無痛分娩が行われていたかど う か と い う こ と が、 発見の時間が遅れていないかと い う

こ と し こ興味がある ので、 ち ょ っ と 知 り たい。 わかっ た ら教えて頂きたいと思います。

○池ノ 上委員長 出てき ますか。

○事務局 @卸子柴) 諏毫繭の状況については、 資料4 の 4枚割こ発症 ･ 診断時期 と い

う こ と でお示し してお り ま して 、 -応、 下棚については分娩第 I 期から第n期の
間に発症したもの と なってお り ます。 自 宅の も のについては、 陣痛を 自覚 して電話し

て、 向か う 途中で発症したのではないかと考え られる よ う な状況、 あ るいは到着した

時点で発症していた と診断されている よ う な事例かと思います。

○藤森 員 と い う こ と は、 全部陣痛は開始していた と い う こ と ですね

友剛兜外は ど う ですか。

。事務局 御子柴) 班壇鬮の中には、 無痛分娩中 と い う ものはございませんo
o石渡委員長代理 医会で、 偶発事例報告と い う のをやってお り ます。 その中で、 去

年上がってきた中に子宮破裂がございま して、 その例は全く 陣痛は起きていない。 そ

の時期になってですれ 結局、 児は亡 く なって しま っ たんですけれども 、 陣痛が起き

る前にも あ り 得る こ と だと い う ふ う に思 う んですれ 結構珍しい事例なので、 ち ょ っ

と詳細に報告する よ う にな る と思いますが。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。
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他にはいかがで し ょ う か。

○勝村委員 今回、 また 、 非常に分か り やすい丁寧な資料をた く さ ん作って頂いて、

非常にいい感じで議論ができ るん じゃないかと思っているんですけれども 、 こ の資料

蓬荘協議扇げ剛" 処罰搬嚇しネ轢
ことができ る事例なんじゃないかと僕は思 う わけです。

それで、 僕、 自分の書いた本に も書いているんですけれども 、 実は、 僕の妻は 1 人

目 の子ども が子宮収縮剤で重度脳性麻痺にな り ま したけれども 、 その と き に緊急帝王

切開を していたんですけれども 、 2 人 目 で経膣分娩を試みています。 それは、 妻が、

負けん気が強 く て、 自然分娩で産める と い う のを証明 したい と言って、 病院を探して

ダブルセ ッ ト ア ップでき る と こ ろ と い う と こ ろへ行って、 何と か 2 人 目 が生まれたん

ですけれども 、 3 人 目 も同 じよ う にやろ う と した ら 、 子宮破裂を しま した。 3 人 目 の

子 ども も重度の脳性麻痺で、 結局、 2 歳半で肺炎で死んだんですけれども 、 僕は 2 人

子ども亡 く しているんですけれども。

その 3 人 目 の子 ども の子宮破裂は、 お産が 2 人 目 と 同 じよ 引こJ順調に進んでいて、

も う 出 るか と い う と き に、 ち ょ っ と 出に く く なったんです黄熟 それで僕は立ち会っ

ていて、 ｢帝王切開をすぐ して く れ｣ と僕競頼んだんですけれども 、 その僕の言葉に

返す感じで、 僕が ｢帝王切開 して く れ｣ と言った瞬間に、 主治医は妻に対して ｢思

いっ き り いきんでみて下さい｣ と 言 う んですよれ それで妻から した ら 、 いきむのを

逃せ逃せと言われていたのに、 急に ｢思いっ き り いき んで く れ｣ と言われて、 妻はぐ

う っ と いきむわけですれ その瞬間、 僕の 目 の前でお腹が ぐち ゆ ぐち ゆ ぐち ゆ ってな

り ま した。 子宮破裂を した瞬間を見たんですけれども 、 真ん中辺でお腹が ぐち ゅ ぐ

ち ゅ ぐち ゅ って震える よ う になって、 僕が ど素人でも 、 初めての経験でも 、 子宮破裂

した と分かって、 それで緊急帝王切開にな り ま した。 ダブルセ ッ ト ア ップですぐに帝
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主切開 して く れる と言っ ていたので、 僕の頭の中の素人のイ メ ージでは、 そのまま分

娩台の上で帝王切開も して く れるん じゃないかと 。 つま り 、 帝王切開ができ る手術室

でお産を挑むぐ らいがダブルセ ッ ト ア ップだと思っていたんですけれども 、 実はそこ

から ご く 普通の緊急帝王切開への移行で 30 分ぐ らいかかって しま って、 それで脳性

麻痺になって しま った と い う 経験を しています。

僕は、 それ以降、 帝王切開の既往者には経醐窒分娩は試みるべきではない と僕は個人

的にはすご く 言っ ていて、 実際、 帝王切開がすぐでき る状況でやるべき とい う こ と も 、

この提言の 4番割こ書いていますけれども 、 僕は良心的な医療機関で本物のダブル

セ ッ ト ア ップとい う も のがあっ た と して も 、 現実的には、 すぐ帝王切開でき る準備を

して待機していたけ ど、 やっぱ り 経訪売窒ででき ま したからな しにな り ま したみたいなも

のは収入に も な らないわけで、 準備だけ していて人だけ確保してお く と い う こ と は、

現実的にそ う い う こ と を本当にでき る と思えないので、 やっぱ り 経朝窒を試みてだめ

だったか ら帝王切開を している よ う では、 僕は間に合わない と思 う ので、 僕は個人的

には、 も う 帝王切開の既往者には原則帝王切開だと思っているんですけれども 、 それ

はやっぱ り 言い過ぎで、 こ う い う 提言がいいので し ょ う か。

実際、 妻が最近になって子宮を、 ち ょ っ と色々 あっ て取 り 出す手術を したんですけ

れども 、 その子宮と い う も のが非常にプラスチッ ク製品みたいなこんなきれいなも の

かと思し 競幾 しておきたかった く らいなんですけれども 、 帝王切開を した と こ ろだけそ

のライ ンに沿って、 皆 さ んはご存じで し ょ う けれども 、 透き通っていま した。 帝王切

開 した と こ ろの跡は最後まであって透き通って、 薄っぺらいまま。 あれを膨らませて

い く 、 風船のよ う にする ってい う のは、 皆 さ んはご存じなんで し ょ う けれども 、 僕は

すご く 非常に危険なこ と だ と思 う んですけれども 、 ど う なんで し ょ う か。

だか ら 、 この事例の に関 しては、 僕はク リ ステ レルをやっている ので、

その子宮破裂って瞬間、 ぐち ゅ ぐち ゅ っ と なる ので、 ク リ ステ レルを している瞬間に
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なった と い う こ と はないのかど う か と い う のを僕は知 り たい と 思 う 。

それから 、 で し ょ う か、 前回、 帝切なのに経箋窿を試みている と い う こ と

は、 僕は運任せのよ う な気が して、 非常に リ ス ク と しては高いんじゃないかな と 、 そ

れよ り は帝王切開を勧める と い う こ と をスタ ンダー ド みこ してい く ほ う がいいん じゃな

いかと思 う んですけれども 、 いかがで し ょ う か。

0池上委員長 委員“先生方“ご意見を聞いて、 ち ょ っ と まだ疊ですので、 こ う
い う こ と があっ た と い う ふ う にま と めても らいま した事務局のデータ をご覧罷頁いて、

今の勝村委員のご質問に何か先生方のご感想と かご意見 と か、 聞かせて頂ければと思

いますが、 いかがで し ょ う か。

○岩下委員 私の と こ ろ も 、 やっぱ り V B A C を本人の希望でやって子宮破裂になっ

て、 と こ ろが前の帝王切開創じゃない と こ ろが破裂したんですけれども 、 結局、 C P

になって、 そ う い う こ と があっ て以来、 も う う ちではV B A Cや らない と い う こ と をこ

しま した。

だけ ど、 患者サイ ドで希望がかな り あって、 医者側はいっ何が起こ る カメ分から ない

と い う こ と でW3AC には気を使います。

患者側へ危険度をイ ンフォームする と 同時に、 患者さ んが、 こ う い う リ ス ク を背

負って も私は経膣にこだわるんだと い う 意識があ る のかど う かですれ 医者側の ど う

い う 説明をするかと い う こ と と 、 また患者側の意識の両方が重要だと思 う んです為

ついでなが ら 、 最近、 ア メ リ カの産婦人科学会では、 希望で帝王切開やってはいけ

ない と い う勧告が出ま したですよ 〕為 帝王切開にはいろいろな弊害があ り 、 適応がな

い帝王切開で、 患者さんがただ ｢やっ て く れ｣ と い う のではやってはな ら ない とい う

こ と です。 以上です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

○勝村委員 そのアメ リ カ のやつ と い う のは、 前回、 帝王切開既往の人に対してです
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カ コ。

○岩下委員 向こ う では、 肥満の方もいますし、 確か僕の記憶では、 患者さ んが例え

ば陣痛の痛みが嫌だか ら と か、 そ う い う よ う な理由では、 やってはいけない と い う こ

と です為

○石渡委員長代理 私の と こ ろでも非常に困る のは、 原則はV B A Cはやってお り ま

せん。 ただ、 患者さ んが希望された と き に、 V B A C をやる医療機関を紹介しよ う と

して も 、 それを受ける病院はどこ に も ないんです裏為 その と き に極力説得はするん

ですけれども 、 結局、 ど う しても患者さんがやって欲しい と い う 場合には、 受け皿が

どこ にも あ り ませんから 、 や ら なき やいけない と き が年に 1 人か 2人ぐ らいはある と

思 う んですけれども。

先生に言われる よ う に 、 破裂した と き にすぐ対応でき る よ う に と 言っ ても 、 やっぱ

り 個人の病院ですから 、 全麻がすぐ 及こはでき ませんので、 ルンバールでやる と い う こ

と ゐこなってい く と 、 ど う して も 10 分や、 あ るいは 20 分ぐ らいかかるのは当た り 前

なので、 本当 にや り た く な く て 、 心臓が小 さ く なっ て一生懸命頑張ってやるんですけ

れども 、 本当 は断 り たい事例が多いです。 だか ら 、 患者さ ん側に対して も 、 その よ う

な啓発 と い う のは必要ではないかと い う ふ う に思っています。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

藤森委員、 別の何かご意見はございますか。

○藤森委員 いや、 今、 お 2 人の先生がおっ しゃっ た通 り です。

う ちは前任の教授の方針で、 帝王切開後の経膣分娩もかな り やっていて、 僕も ま と

めて報告したんですけれども 、 四百何例やっていますけれども 、 やは り 子宮破裂が 1

例あって、 脳性麻痺になっています。

僕になっ てからの方針で、 や ら ない と い う こ と にはなっているんですけれども 、 1

つは、 帝王切開までの時間 と い う こ と がやっぱ り 大きいフ ァ ク ターで、 大学病院で

33



あって も 、 昼間は早ければ 16 分か lo 分 く らいでできた こ と も あるんですけれども 、

そ う い う こ と はでき るんですけれども 、 夜の体制ですれ お産なんか入っていて、 当

直 2人体制の と き に 、 これは どんなに早く やっ て も 30 分はゆ う にかかる と思います

ので、 そ う い う 体制でV B A C はでき ない と い う こ と で、 僕になっ てか らはやめてい

ます。 そ う い う 状況で、 う ちは全 く 今は受けていない と い う こ と が現状です。

さ っ き 、 ダブルセ ッ トア ップと い う 言葉が出たんですけれども 、 これは非常に誤解

されがちなんですけれども 、 ダブルセ ッ ト ア ップのダブルと い う のは、 帝王切開でき

るチーム と経謝彰分娩をでき るチームが 2 つある と い う 意味で、 常に 2 つのチームが存

在 している と い う 意味でダブルセ ッ ト ア ップで、 帝王切開のでき る準備ができている

と い う 意味ではない と い う こ と が、 ダブルセ ッ ト ア ップの正しい理解と い う こ と です

為 別のチームがいる と い う こ と です為

アメ リ カ なんかでV B A Cする と き は、 分娩は手術室でやる と い う のが一般的で、

麻酔榮斗の先生もいますし、 帝王切開 と なった らすぐ 3 分、 4 分 く らいで赤ちゃんは出

る と い う ふ う な状況でやっています。

○勝村委員 皆さんおっ しゃ る通 り 、 僕は、 当時、 説明を受けた と き に、 僕 ら も 1 人

目 の出産の と き に色々 な産科の先生からお話を聞かせても ら って 、 非常に危険だと言

われていたので、 だけ どもでき る病院、 ｢や り ますよ ｣ と 言っ ている病院がある こ と

も知って、 そ こ に説明を聞き に行った ら 、 ｢ダブルセ ッ ト ア ッ プで｣ と い う 説明を受

けて、 それな らば リ ス ク が低いのではないか、 経詐乾“叢を試みて、 やっぱ り あかんと思っ

た ら 、 すぐ帝王切開でき る と い う こ と な ら ば。

僕はその と き 、 僕も妻も一緒なんですけれども 、 僕 らが何か誤解を していたかも し

れない し、 イ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト のや り 方に問題があったかも しれないけれど

も 、 僕 らが 2 人 と も想像したのは、 手術室で分娩をする と い う イ メ ージをも ちま した。

と こ ろが 、 手術室の分娩じゃなかったので、 ち ょ っ と その こ と に疑問を呈 した ら 、
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比較的小さ な病院だったので、 分娩室のすぐ前が手術室であったので、 廊下 1 本なの

で、 すぐでき るんだと思っていた。 だけ ど、 妻のお産がも う 終わ り かけているか ら 、

僕はその と き に 、 僕も妻もそ う だっ たのですけれども 、 手術室でも待って く れている

ス タ ッ フがいる と思っていま した。

なので、 だから ｢すぐ帝王切開 して く れ｣ と 言ったのに、 その瞬間に、 僕が ｢帝王

切開をお願い します｣ と言っ た瞬間に、 ｢思いっ き り いきんで下さい｣ と 言われて破

裂して脳性麻痺にな.ったので、 その こ と が非常に問題があったん じゃないか と思った

んですけれども 、 僕 ら も裁判ばっか り していたから 、 変な人だと思われた ら嫌なので。

ただ、 僕は、 そ この病院はそ う やってずっ と ｢ダブルセ ッ ト ア ップでVB A C をや

り ます｣ と言っていた病院だったんですけれども 、 僕 ら の事故を教訓に話し合いを し

て、 も う 今後はやめて欲しい と い う こ と を言って、 それ以降やめて も ら っているはず

です。 ｢それは約束します。 も う 私たちも怖 く てでき ません｣ と言っ てお られたので。

そ う い う 経験してき た こ と からする と 、 こ の再発防止なんかでも 、 やっぱ り 、 前回

帝切に関 しては非常に抑制的でやるべきで、 やは り 患者の希望と い う のは、 その リ ス

ク を十分に説明を受けていないから の希望だと考えるべきで、 僕 ら は教員ですけれど

も 、 生徒が こ う 言っ ている ああ言って る と い う のは、 やっぱ り どれだけ教育の中で説

明 したのか と 。 やっぱ り 、 き ちん と説明 した う えで、 それでも 、 今 日 、 生徒はそれを

選ぶかとい う こ とやっ ぱ り ある と 思 う ので、 先生方が本当に危険だと思っている こ と

を十分伝えて、 それでもやって下さい と い う のは、 普通は考え られない し、 僕も 、

やっ ぱ り 実は非常に リ ス ク は高ま る と 、 そ う い う 場合脳性麻痺になって しま う確率は

ぐん と統計的に上がる と か と い う よ う な説明があれば、 そ う い う データ がある のカメ分

か り ませんけれども 、 やっ ぱ り 全然鑓≦ う 。 帝王切開を最初か ら しても ら っていれば、

全然オーケーだった と思 う し、 そのあた り 、 こ こ の記述は非常に色々気になっている

と こ ろなんですけれども。
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○事務局 (御子柴) すみません。 事務局ですが。

0池ノ 上委員長 はい。 ど う ぞ。

○事務局 (御子柴) 先ほ ど、 勝村委員から のご質問で、 ク リ ステ レル胎児謳弐出法を

実施した事例が、 ク リ ステ レル胎児駈土出法を実施している最中に破裂した事例がある

かとい う こ と をこついては、 ク リ ステ レル胎児班:出法を実施した事例が で、

確かにク リ ステ レル胎児謳土出法を併用 して吸引分娩を実施している最中に破裂を した

事例り と い う “力量ですれ 資料化お示 し してお り ま して 、 鬮の事例でございま
す。

とあ と 、 T O L AC 当たっての説明 と 同意についてなんですけれども 、

も一応文書によ る説明 と 同意“鷺尋られていた と い う 状況にな り ます。

ただ、 先ほ どお話し頂いた よ う な事例と思われる も のが、 例えば の事例で、

と 、 読み上げますが、

と い う こ と で、 あ る と い う ふ う にはなっている のですが、 多少その認識の違いがあ る事例

,皿ございますo
o池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

他にいかがで し ょ う か。
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○川端委員 今、 話 していいかど う か、 ち ょ っ と タイ ミ ングが分か ら ないんですけれ

ども 、 既往帝王切開の患者においては、 基本的には産科手術は禁忌である と い う ふ う

に私は覚えているんですけれども。 すなわち 、 吸引分娩、 鉗子分娩、 多分、 広 く 取れ

ばク リ ステ レルも 、 全て こ のあた り るま禁忌になって く る のではないかと思ってお り ま

す。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

そ う です為 V B A C に関 しては、 帝王切開の、 これは私の理解ですけれども 、 歴

史的な流謝しがあ り ま して 、 昔、 帝王切開がやられたこ ろ 、 今現在の帝王切開の方法と

は、 切開創 と かち ょ っ と は違 う んですけれども 、 一遍帝王切開 した らその次は必ず帝

王切開ですよ と い う のがあっ た時期があるんです為

ただ、 その後、 今度帝王切開のや り 方と か子宮の切る場所と かがだんだん変わって

きて、 それだった らば帝王切開を した後、 今度は経鵲窿分娩でき ないかと い う こ と につ

いては大規模なス タディ がアメ リ カで行われたんです為 そ して、 それでいったん安

全だと 、 帝王切開を しな く て も大丈夫だと い う データがアメ リ カで出たんです。 アメ

リ カ はエコ ノ ミ カルに、 医療経済的にも帝王切開を しな く て 、 経膣分娩のほ う で行け

ばいいやと い う こ と でダー ッ と 、 いわゆる V B A C と い う 名前で前回帝王切開の妊婦

さんもいいですよ と い う こ と になってやってみて、 何年間かやった ら 、 結芥醐破裂が起

こ ってき て 、 やっ ぱ り 危ないん じゃないかと 。 そ して 、 医療経済的に見て も 、 も う 逆

転してき た と 。 つま り 、 子宮破裂を起こ した患者さんに投入する医療費の額が、 当初

そっ ちがいいですよ と言っていた よ う なそ う い う 経済的な、 ア メ リ カですか ら医療経

済的な優位性もな く なって しま った と い う こ と で、 また、 今、 アメ リ カ 自体もガー ッ

と 引 き始めている と 。 ですから 、 こ う 揺れている 中で 日本でどこ ら辺にポジシ ョ ニン

グを と るか と い う こ と だと思 う んです。

ですか ら 、 子宮破裂がいったん起こ る と 、 母体死亡が起こ った り 脳性麻痺が起こ っ
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た り と 、 これは相当高い確度で起こ る こ と ですので、 そ こ ら辺のス タ ンス を、 日 本の

今の現状で、 先ほ どから先生方がおっ しゃ る よ う な、 いわゆるダブルセ ッ ト ア ップで

すね、 そ う いっ た こ と が不可能な場合には、 も う だめですよ と い う よ う な こ と を強 く

打ち出すよ う な提言みたいなこ と だろ う と思 う んですれ

先ほど、 ダブルセ ッ ト ア ッ プ と い う お話が出ま したけれども 、 も と も と ダブルセ ッ

ト ア ップが出てき たのは、 これも私の理解なんですけれども 、 今の よ う に超音波検査

の技術がないこ ろに、 その前置圃台,盤を疑 う 患者さんがあって、 その人が経澗彰分娩がで

き るかど う か、 つま り 胎盤が前嵩翻敞鑿室のために産道を邪魔しているかど う か と い う こ

と は分からないものですか ら 、 手術室に帝王切開の準備を全部して、 も う 消毒も して 、

覆布も全部やって、 手術のメ ンバーも全部いて、 そ して こ ち ら には搖朝影分娩もやるぞ

と い う 人がいて、 その人が内診を して、 これは前置圃舘盤主だ と わかった ら 、 その瞬間に

帝王切開始める と 。 そ う やって、 前着圃錠鑿主ない と言った ら 、 帝王切開で手洗い してい

たチームが全部引いちゃっで圈彰分娩をやる と い う のが 、 そ もそものダブルセ ッ ト

ア ップなんですれ

ですから 、 経膣分娩を試みて、 だめだった ら帝王切開 しますよ と 、 これは産科 と し

ては当然の こ と なのです。 ですから 、 こ う い う V B ACでのダブルセ ッ ト ア ップ と い

う こ と になる と 、 ま さ み こ勝村委員がイ メ ージ してお られたよ う な 、 だめだった ら さ っ

と その瞬間手術が始ま る と い う よ う なのがダブルセ ッ ト ア ップではな く て 、 さ っ き藤

森委員が言った 2 つのチームがあって、 いつでもテイ ク オーバーでき ますよ と い う の

がダブルセ ッ ト ア ップだと思 う んですれ

ですから 、 こ のV B AC と か、 日本の状況の中で どこ までこ の リ ス ク を避ける こ と

ができ るかとい う こ と は、 も っ と 日 本流の解釈と いいますか、 方針と い う のをかな り

考えない と いけないのかな と思います。

先ほ ど、 先生方がおっ しゃった よ う に、 そ う い う こ と をちゃん と産婦さんなんかに
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説明する よ う な 、 そ う い う こ と を しっか り やっ てい く 。 私も以前はV B A C観結構

やっていた こ と があるんですけれども 、 結局は ト ライ した人の半分、 細かい数字は覚

えていませんが、 60%近G流途中で帝王切開になっちゃ う んです為 やっぱ り 分娩の

進行が悪い と か、 色々 なこ と で、 何かこ の痛みがおかしいな と か、 そ う い う 臨諌症状

と カギ可かで、 結局、 最後まで完遂でき ない と い う のが半分近く ある と い う よ う な こ と

も併せて考える と 、 やっ ぱ り 、 日 本の今の産科医療の体制下における V B A C と い う

も のの考え方と い う のは、 ア メ リ カ と は一緒にはなかなかいかないのがあるん じゃな

いかと い う ふ う に思いますので、 これから議論を皆さ んでして頂いて、 落と し どこ ろ

を求めていかない と いけないん じゃないかと思います。 それは医会の先生方のご意見

と かも含めてやってい く 必要があるだろ う と思います。

○箕浦委員 国際医療センターは昔か らやっていて、 今もやっている こ と になっ てい

るんですけれども 、 現実には、 最近はすごく 少な く て 、 外来で 1 %はラブチャー した

り しますよ と言 う と 、 ほ と ん ど希望する人はいないのが現状です。 年間ほんの数人ぐ

らいで。

それは、 う ちのV B A C と かTO L A C と い う のは、 非常に消極的T O L A Cで、

先ほ どの話で、 自然陣発のケースのみで、 ア ト ニン と かはも ちろん使わないものです

から 、 栩効く して 24 時間陣発しなければ、 そこでカイ ザ-ですれ 41 週過ぎて陣発 し

なければカイザーです。

現実には、 既往帝切ですと 、 41 週過ぎて も陣発しない人“糊結構あるんですれ そ

こでカイザー と い う そんな感じで、 本当 に 自然に陣発した人だけです。 それも外来で

1 %ラブチャーする と言 う と 、 多 く の人はあんま り 選択しないよ う ですね、 最近み盂

○池ノ 上委員長 そこ ら辺の医学的にき ちっ と した論文に基づいたデータ な ども分

かって頂ける よ う な、 そ う い う 情報の公開 と いいますか、 公開 じゃないですれ 情報

を出すと い う 、 そ う い う も の も我々 の仕事だろ う と 思いますれ
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常イ瑚台乙盤:早期剥離を早 く 発見するために、 皆 さ んこ う い う こ と を気を付けてやって

下さい と い う の と 同 じよ う に 、 妊婦さ ん と か産婦さんにV B A Cの リ ス ク はこ う です

よ と い う よ う な こ と もお話をする。 また 、 同 じ よ う な こ と だと思いますが、 医療者側

も 、 患者さ ん側も同 じ土俵で議論できて、 お互いが理解し合える。 ま 割こイ ンフォー

ム ド ･ コ ンセ ン ト と い う 形が しっか り でき て く れば、 今、 おっ しゃった よ う に、 1 ~

2 % ぐ らいあ り ますよ と か、 皆 さ ん、 それはやめま し ょ う と い う お話になる のが、 今

の 日本の流謝ノのよ う な気も致します為

○箕浦委員 先ほど話が出た予兆の話で、 みんな昔か ら若い先生たちに、 ど う やって

その予兆をつかむか、 ま あ 、 いいかげんなものですけれども 、 こ の辺が陣痛以外でも

痛い と か、 心拍数が変だと か、 変な出血がある と か、 そ う い う と き にはも う 、 それで

帝切を決める と い う ふ う にやってき ま したね

○池ノ 上委員長 ま 割こ、 今、 箕浦委員がおっ しゃった よ う なのが、 現場で行われて

いる 、 実際の臨味だと思います。 それでやってい く と 、 やっぱ り 半分ぐ らい しか完了

しない。 でき る と い う ス ク リ ーニングを してやってみる と 、 その う ちの半分が最後ま

でいかない と い う よ う なのが、 我々 がかつて出 したデ-夕ですれ ですから 、 最終の

ゴールまで行ける と い う のはかな り 低い と いいますかね、 そ う い う も のだと思います

が。

いかがで し ょ う 、 他に何か。

○市塚客員研究員 皆さん、 V B A C していない施設が多いよ う ですけれども 、 う ち

は、 まだ、 V B A C を してお り ま して 、 先ほ ど石渡委員長代理がおっ しゃいま したよ

う に、 需要はやっぱ り 少なからずあ るんです為 そ う する と 、 やっぱ り ハイ リ ス ク セ

ンターで、 そ う い う こ と を患者さ んが路頭に迷 う よ う な こ と を して しま う と 地域の医

療センタ- と しては ど う だ と い う 、 前任壇皿先生の意思を引 き継いで、 今でも v B
A C をやっています。
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V B A C をやる条件は、 先ほ どダブルセ ッ ト と い う 言葉があ り ま したけれども 、 同

意書の中に、 幾 ら急いでも平均値は 16 分かか り ますよ と い う こ と を明記して、 どん

なに急いでも赤ちゃんが C P になって しま う こ と も あ り ますよ と 、 全部説明 した う え

で、 やは り 1 %でラブチャー します と 。 そ う い う こ と を全部お話し した う えで同意し

て頂いて、 同意が得られればやる とい う こ と で、 大体成功率は 46% ぐ らいで、 やは

り 55%は、 醇痛がつかないですと か、 も ちろん誘発剤は、 ア ト ニンは使いませんの

で、 分娩が進まないですと か、 何らかの心音異常があるですと か、 そ う いった こ と で

55%は、 結局、 帝王切開に移行して しま う んですけれども 、 う ちはやっている と 。

も う 1 つは、 やは り 既往帝切が増えれば増えるほ ど、 3 人 目 、 4 人割こなった と き

に 、 う ちの病院は特に癒着月趨匪例みたいな前置圃舘箋叢の症例が結構多いんです為 そ

う する と 、 既往帝切が何回も何回も 、 次の妊娠の こ と を考える と 、 本当 にできれば子

宮手術の既往は少ないほ う がいいですか ら 、 今後、 ず う っ と 既往帝切回数が増えた妊

婦さんが増えれば、 今度は次の妊娠の と き のお母さんの癒着胎盤に よ る母体への危機

的な状況 と い う のも増えてき ますので、 一概にV B A Cは全面禁止 と い う のはいかが

なものかな と い う ふ う " こ う ちの医局では考えてお り ま して 、 V B A C はやっている現

状があ り ます。

○池ノ 上委員長 色々 な立場で、 恐ら く あっ ち こ っ ちの 日本の施設の中で、 今、 先生

のおっ しゃったよ う な こ の色々 なデータが出ている。 大体僕 ら も 同 じ、 半分半分でし

たので、 そ う いった と こ ろ も積み重ねなが ら 、 この再発防止委員会の報告の中に反映

していければな と思います。 何事も全面的に完璧に と い う こ と はなかなか難しいです

よ メ鸚 どち らかに ぐ う っ と かな り 寄った意見だと い う よ う なのはあった と して も 、 10

0%だめ と い う 形はなかなかいかない と 思いますけれども。 そ こ ら辺は、 やっぱ り 今

後の書きぶ り 、 報告書のま と め方に反映させていきたい と い う ふ う に思います。

よ ろ しいで し ょ う か。 他に何か。
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今回、 初めて、 こ う い う 資料を作って頂き ま したので、 また 、 先生方、 お帰 り みこ

なっ てよ く ご覧にな り ま してですね

が○村上委員 全く 違 う 内容なんです。 資料4 の一番後ろの表で、 通番で

発症場所が 自 宅 と い う ふ う になっているんですけれども 、 何かよ く これを拝見する と 、

圓は救急車の中で、 皿が 自宅なのかな と思 う んですれ 自宅だ→た り する と ･ 予
防可能性と かと い う よ う な と こ ろ も考えない と いけないのかな と か、 色々 なこ と を考

える と 、 統一 したほ う がいいのだった ら 、 病院到着前と か車中 と か、 そ う でなければ

分ける と か、 何かはっ き り ク リ アに表現に して頂いたほ う がいいかな と思いま した。

○池ノ 上委員長 事務局はど う ですか。

○事務局 (御子柴) そ う しま した ら 、 分娩機関入院前と か入院後 と か、 分娩機関

内 ･ 外 と い う 形で、 分か り やすく 明記致します。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

他に何かございますか。

○小林委員 要望なんですが、 資料 1 と 資料 3 の最初の表 1 の症例の と こ ろに 、 妊婦

の年齢の情報も入れて頂けますか。 35 歳以上で区切ればいいと思 う んですが、 お願

いします。 ち ょ っ と負担が増える よ う で申 し訳ないんですが。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいですか。

○事務局 (御子柴) はい。 承知致しま した。

○池ノ 上委員長 じやあ、 よ ろ し く お願い します。 あ り が と う ございます。

○ 田村委員 この参考 封こついてですけれども 、 これはこ の申請される場合の調査資

料なんでし ょ う ヌ為

○事務局 源) これから 、 そのご説明を致します。

○池ノ 上委員長 今から次の と こ ろで。

よ ろ しいで し ょ う か。 他に何かございますか。 それでは、 あ り が と う ございま した。
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続きま して、 議事の 3 でその他に移 り たいと思います。

では、 事務局から 、 よ ろ し く お願い します。

2 ) その他

○事務局 源) それでは、 黄色い冊子、 参考 1 を ご覧下さい。

次回の委員会、 8 月 5 割こな り ますが、 テーマの候補に 1 つ挙がっています、 診療

体制をご審議頂く 予定に してお り ます。

そ こで、 制度のほ う で、 診療体制について、 どんな情報を収集しているのかと い う

こ と について ご汗確認を頂きたい と思います。

ちなみに、 この黄色い冊子、 こ の診療体制等に関する情報については、 分娩機関が

脳性麻痺の事例について補償申請をする際に提出頂 く 書式の 1 つになっ てお り ます。

具体的な中身ですが、 大き く 2 つの こ と を聞いています。

まず 1 つが、 1 ページのA と して 、 病院の基本情報です。 病院やク リ ニ ッ ク の基本

情報と して 、 例えば 1 ページの 1 番、 病院であれば病床数はい く つかですかと か、 救

急医療機関の指定がある と かない と か、 周産期指定の有無、 こ う いっ たも のについて

質問を しています。 こ こ は病院、 診療所、 助産所別に書いて頂 く よ う になっています。

次に 、 2 ページのほ う では、 年間の分娩件数ですと か、 帝王切開の件数を聞いてい

ます。 2 ページの 3番の と こ ろでは、 救急搬送と い う こ と で、 新生児搬送盤表頼を した

件数、 母体搬送を依頼を した件数、 今度は逆に、 下のほ う では、 新生児搬送を受け入

れた件数、 母体搬送を受け入れた件数について聞いています。

3 ページの と こ ろでは、 その施設の設備 と い う こ と で、 病棟が単科なのか、 産婦人

科病棟なのかといった こ と ですと か、 分娩の設備ですと か、 手術室の こ と な どについ

て聞いています。 同 じ く 新生児保育設備について も聞いています。

そ して、 5 番の と こ ろで、 医療従事者の勤務体制 と い う こ と で、 医師が何名いる と
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か、 助産師、 看護師が何名いる と か と い う こ と を確認しています。

続いて、 4 ページが質問の大き な 2 点割こな り ます。 こ の B のほ う で、 今回の事例、

今回、 申請を した脳怖麻痺事例について、 その事例について医師が何名関わ り ま した

か、 その医師の経験年数は何年ですかと いったよ う なこ と を聞いています。

同 じ く 5 ページでも 、 今度は助産師です。 助産師、 看護師が同名いたのか、 それぞ

れ経験年数はど う だったのかと い う よ う な こ と を聞いています。

5 ページの 2番では、 その症例についてカ ンフ ァ レンス を しま したか、 事例検討を

行いま したかと い う こ と を聞いていま して、 も しその事例検討で使用 した資料等があ

れば提出 して下さい と い う こ と 々 こ してお り ます。

最後、 6 ページのほ う は、 何か特記すべき事項があれば書いて下さい と してお り ま

す。 これが診療体制等に関する情報です。

○池ノ 上委員長 今のは、 参考の 1 です為 ど う しま し ょ う か。 田村委員のご質問は、

2 までいってか ら しますか。 2 まで説明 して頂いてか ら しま し ょ う か。

○事務局 原) 参考 幻こっき ま しては、 搬送事例の一覧と い う こ と で、 まず、 前半

が緊急母纖美の事例 と い う こ と で、 畔を-覧みこ していますo どこか ら どこへ
ど う い う 理由で搬送されたのか、 搬送時の状況はど う だっ たのかと い う よ う な こ と を

一覧に してお り ます。

' 枚め く って頂いて･ 4 枚 目 からが 、 新生児搬送鞠茸鬮について-覧に して
います。 こ ち ら は少 し記載している 内容が異な り 違いますが、 搬送' した 日 が平 日 だっ

たのか休 日 だったのか、 搬送 した時間帯が 日 中なのか夜間なのか、 出生時の状況が ど

う だったのかと いった よ う なこ と について一覧に してお り ます。

次回、 審議を致しますので、 こ の表にお 目通 し頂き ま して、 新たに こんな視点も加

えた ら ど う かと い う よ う なこ と があれば、 事務局までメ ールでご連絡、 ご意見を頂け

ればと思いますので、 よ ろ し く お願い致します。
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○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

それでは、 田村委員、 お待たせしま した。 ど う ぞお願いします。

○田村委員 また、 これから検討する と い う こ と であれば、 その と き でもいいんです

けれども 、 確か第 1 回報告書の蘇生に関わる と こ ろを検討した と き に 、 と て もガイ ド

ライ ンか ら見る と信 じ られないよ う な事例もあっ た と い う こ と で、 そ う い う ク蘇生方法

に問題があったかも しれない事例を検討する と き には、 立ち会った人がN C P Rの認

定を受けていたかど う かを聞 く と い う こ と が議論されていたかと思 う んですけれど

も ･ ･ t、 。 も し これか ら と い う こ と であれば、 ぜひその調査項目 を入れて頂きたい と

い う ふ う に思います。

それと 、 も う 1 つ、 参考の 2 のほ う でいき ますと 、 アプガース コ アの 1 分 と 5 分だ

けが入っていますけれども 、 低補戯療法の適応があったかど う かを考える う えで、 こ

こ に上がって く る よ う な重症の仮死の赤ちゃんの場合は、 できればアプガース コ アの

10 分の時点での値が低体温療法の適応があったかど う かを考える と き に大事を情報

になるので、 できればアブガース コアの 10 分の時点での値も入れて頂ければと思い

ます。 その 2 つを 、 でき ま した ら検討をお願い したい と思います。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいですか。 また 、 でき る よ う だった らお願い したいと思いま

す。

○事務局 “卸子柴) 第 2 回の報告書の際に、 今までの原因分析報告書の中で 10 分

後のアプガース コアが記載されていたもの、 あ るいは当時は診療録等も確認致しま し

て検証しま したが、 やは り 半数以下、 も っ と少なかった と記憶 しています。 なので、

診療録にまず記載して頂 く と い う と こ ろ も併せて発信していかねばいけないのかな と

い う と こ ろだったかと思います。 今後については、 また併せて検討致します。

○池ノ 上委員長 さ っ き の先生のご意見は、 蘇生に立ち会った人がN C P R を受けた

人であるかと い う 、 そ う い う こ と の存鶴認ですれ
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○田村委員 そ う でず。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいですかね

○上田理事 現在は、 こ の様式で提出頂いていますので当分はこれで進めます。 ただ、

今後 どこかで見直しの議論が出てき ますか ら 、 そ う いった と き に反映させたいと思い

ます。 今、 制度の見直しを行ってお り ますので、 こ の辺を ど う するかは検討させて下

さい。

○池ノ 上委員長 よ ろ し く お願い します。

○福井委員 そ う する と 、 次回の議論はど う い う ふ う る こ見て く ればよ ろ しいですか。

○池ノ 上委員長 これと こ の参考 1 、 参考 2 に関 して。

○事務局 @卸子柴) 現在、 分娩機関か ら聴取している情報と い う のはこれが主なも

のです。 あ と 第 3 回の報告書でも記載しています数量的 ･ 疫学的分析にあ り ますよ う

な集計表は、 こ ち ら のデータ を蓄積したも のにな り ます。 こ の よ う な状況で、 ど う

いった分析を進めた らいいかと い う 、 まず分析の視点についてご意見があればご提案

等頂きたい と い う のが 1 点です。

あ と は、 現状がこ う い う 情報の蓄積方法になってお り ますので、 先ほ どの田村委員

か らのご意見の よ う に、 今後これを どの よ う に していった らいいのか、 あ るいは再発

防止委員会でど う い う データ を蓄積してい く べき なのかと い う と こ ろについて、 今後

に向けてご意見等を頂きたい と い う 2 点でございます。

○池ノ 上委員長 これに沿ったアンケー ト が 、 今、 行われている と い う こ と です為

そ して、 今 日 、 委員の先生方にお願い したいのは、 これを さ ら に改良する にはこの項

目 の どこ を見た らいいかと 、 ど う した らいいかと い う こ と を参考 1 についてはご意見

を頂きたい。 それでよ ろ しいんですかね

参考 2 については、 これを ご覧釘頁いて、 次回、 議論を して頂 く し、 それに必要な何

かご質問等があれば、 事務局のほ う にお問い合わせ頂きたい と い う こ と でよ ろ しいで
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すか。 はい。 あ り が と う ございます。

○藤森委員 確認ですけれども 、 こ の参考資料の 1 と い う のは、 結局、 緊急で母体搬

送された と き に数量的な と こ ろでもそ う だった と思 う んですけれども 、 実際、 出生 し

た と こ ろの これ しか出てき ません裏為 搬送した元のその診療体制みたいなも の も

取っているんですか。

○事務局 源) 搬送元か ら も提出 していただいて も ら っ ています。

○藤森委員 そ う ですか。 僕が前、 ち ょ っ と お話し したかも しれませんけれども 、 吸

引分娩で出なかったから帝王切開でき ないか ら と いって搬送した と い う よ う な施設 と

い う か診療所も 、 この黄色いものは取っている と い う こ と なんですか。

0事務局 源) そ う です。

○藤森委員 それ減表に出てきていないんですか。

0事務局 源) 原因分析報告書には、 搬麩美元分娩機関の診療体制 と 当該分娩機関の

診療体制 と 2 つ並べて記載してお り ます。

○藤森委員 分かり ま した。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

他に何かご質問はございますか。

○勝村委員 今、 田村委員がおっ しゃっ た、 10 分後のアプガーが必要だけれども 、

その診療録にあま り 書かれていない と い う こ と を 、 ど う してい く と い う こ と だったん

ですか。

○池ノ 上委員長 報告書、 こ の間の第 3 回報告書には 10 分も書いて下さい と い う の

を脚注かどっかに入れたんじゃなかったですかね 入れま したよ 〆為 違いますか。

○藤森委員 新生児蘇生の と こ ろで。

○池ノ 上委員長 新生児蘇生の と こ ろで。 それを今度はアンケー ト と しても 、 こ の黄

色い用紙の中に入れてそれを聞こ う と い う のが、 今の田村委員のご意見なんです。
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○勝村委員 今後、 入れてい く と 。 黄色の用紙の中に 10 分アプガーを入れる。

○池ノ 上委員長 と い う こ と です黄熟 確か、 新生児蘇生で田村委員がおっ しゃった

ので、 入れま し ょ う と い う こ と " こなったよ う な記憶があ り ますけれども。

○事務局 “卸子柴) ご意見 と して頂いて、 学会等から も発信して頂 く と い う よ う な

話にな り 、 まずは脳低体温の状況をご紹介する と い う 段階で、 今後進めてい く みこ当

たっ て、 脳低歳監療法の適応ですとが準備については今後の分析で記載する と い う よ

う な形にな り ま した。 ご紹介はしてお り ますが、 提言の中に明示はしていない と い う

状況です。

○池ノ 上委員長 提言の明示じゃな く て 、 どこ かに 1 行、 5 分 じゃな く て 1 0 分のを

やって下さい と 、 どこか書いて く れたよ う な気が します。

○上田理事 確認します。

○池ノ 上委員長 また、 どこ に書いてある 力増鰯認して頂ければと思います。

他にいかがで し ょ う か。 よ ろ し ゅ う ございますか。 では、 ど う も あ り が と う ござい

ま した。

それでは、 続き ま して、 ポス ターのこ と ですかれ これも ご説明頂けますか。

○事務局 源) 後方に張ってあるポス ターでが、 あのポス ターを縮小したも のがお

手元に配付している 、 こ の当 日 配付資料と い う も のにな り ます。 あ さ って 、 14~16

日 まで周産期 ･ 新生児医学会が横浜のほ う で開催されます。 理事長の 田村委員 と今回

の学会長でい ら っ しゃいます岩下委員のご協力を頂き ま して、 会場内に制度のブース

を設けて頂 く こ と & こな り ま した。 ブースでは、 再発防止報告書ですと か、 周知の リ ー

フ レッ ト な どを配付する予定に してお り ます。 そのブースにこ の大き なポス ターを脹

らせて頂き ますので、 多 く の方に再発防止報告書を手に取って頂きたい と考えてお り

ます。

あ と も う L点、 周知の こ と ですけれども 、 私のすぐ後ろのポス ターにある通 り 、 本
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制度の申請期限は満 5歳の誕生 日 まで と い う こ と になってお り ます。 来年年明けか ら

制度が始ま った平成 21 年生まれの子については順次申請期限が来て しま う と い う 状

況になっています。 運営組織と しま しては、 申請漏れがないよ う にこ う いったポス

ターな どを作 り ま して 、 周知活動を行っていますが、 現在平成 21 年生まれの子で補

償対象になったのが約 200 名です。

こ のよ う な中で、 本制度における補償対象者数が何人になる のかと い う こ と につい

て、 制度の見直しも絡めて医学的調査専門委員会 と い う のを立ち上げま して、 今、 推

計値を出 している と こ ろで、 間もな く ま と ま る予定ですが、 現在の 200 名の倍以上

の数値になる見込みです。 と い う こ と は、 まだ 200 名以上の児が申請していないこ

と みこな り ますので、 これらの児を掘 り 起こすと い う こ と が喫緊の課題と なってお り ま

す。 先生方におかれま しても 、 周知についてぜひご協力頂きたいと思いますので、 よ

ろ し く お願いを致します。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。

ただいまの こ と について、 何かご質問はございますか。

○川端委員 申請の方法を何カメ分か り やす く したも のを作っておいて頂きたいんです

けれども。

と い う のは、 私がつい最近、 どこかの産婦人科の病院の先生から 、 誰が どこへ申請

するんですかと い う ふ う に聞かれて、 これは、 まだ、 要する に小児科専門医の診断書

が必要なはずですれ ですから 、 そ こ の と こ ろの順番が非常によ く 分かる よ う な、 誰

が どこ む こ 申請 しますと い う よ う な、 それを簡単なパンフ レッ ト に したやつをそ こ に並

べておいて欲しい と い う こ と なんですけれども。

0事務局 源) 申請の流粛と しては、 基本的には保護者が分娩機関に申請を依頼す

る と い う 形になっていますが、 こ う いったポスターでもそ う ですけれども 、 まずは制

度のコールセンターに電話を して下さい と い う こ と でご案内をする よ う に してお り ま
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ず。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ コールセンタ-を活用 して頂 く と い う のが。 それは全

国 どこからでも コールでき るんです裏為

産婦人科の先生方は、 その児の最終的な予後をご存じない方もた く さ んい ら っ しゃ

る わけです為 N I C Uにまで搬送したけれども 、 その後はど う なっているか。 です

か ら 、 産婦人科の先生の と こ ろから情報発信 と い う のはなかなか難し く て限 られて く

る と 思います。 む しろ新生児の先生方のほ う がつかんでお られる状況があ るん じゃな

いで し ょ う か。

その と き に 、 こ の間 も ち ょ っ と 田村委員がおっ しゃいま したけれども 、 新生児セン

ターな り を退院される段階でコールセンター と い う よ う なのを して頂ければ、 よ り た

く さ んの方が埋もれないで済むんじゃないかな と い う ふ う に思いますので、 次の作業

と しては、 そ う い う こ と を広げていかない といけないん じゃないかと思っています。

○石渡委員長代理 産婦人科医会のほ う でも 、 会員に会報等々 を通 じて 2 ~ 3 回そ う

い う 情報を流しているんですけれども 、 やは り 申請が上がってき ません。

と い う のは、 産婦人科のほ う では 1 カ月健診まではやっている と こ ろが結構あ り ま

すけれども 、 2 カ月 割こワ ク チンを小児科のほ う にお願いする こ と みこな る ので、 3 カ

月健診をやっていた産婦人科も 、 今はも う やっていないんです為 1 カ月 目 までに も

ち ろんそ う い う こ と がわかれば申請を勧めるんですけれども 、 そ う でない事例が多い

ものですから。 それから 、 N I CUに搬送された場合になかなかフ ィ ー ドバッ ク して

こ ない とい う 事例も ございます し、 産婦人科のほ う で掘 り 起こ し と い う のは、 現実的

にはかな り 大変ではないかと い う ふ う に思ってお り ます。

○池ノ 上委員長 はい。 じやあ 、 また田村委員など中心みこ 、 ぜひよ ろ し く お願い致し

ます。

他にいかがでし ょ う か。 よ ろ しいですか。 では、 ど う も あ り が と う ございま した。
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それから 、 実は、 前回、 積み残しになってお り ま した子宮収縮薬投与 と イ ンフオー

ム ド ･ コ ンセン ト についての件であ り ますけれども 、 これは勝村委員か ら提言して頂

いたんですが、 産婦人科医会が作ってお り ますイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト の特集号

とい う よ う な小冊子があ り ますが、 これは 5 年置きでしたっ け、 5 年置き ぐ らいに作

られるんですね イ ンフォ-ム ド ･ コ ンセ ン ト集みたいなのがあ り ますよれ

○川端委員 あれは単発で終わ り です。 研修ノ ー ト は毎年出 しますけれども 、 テーマ

が どん どん変わ り ます。

○池ノ 上委員長 変わ り ますよ ;鸚 だからその中にイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト を入

れ込む と しても 、 少な く と も 5 年ぐ らいでの周知等、 それは作業と しては非常に難し

いだろ う と い う こ と ですれ

それから 、 イ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト も子宮収縮薬だけではな く て 、 やっぱ り 帝

王切開のイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト と か子宮筋腫の手術と か、 産婦人科領域のイ ン

フォーム ド ･ コ ンセ ン ト がた く さ んあ る わけですから 、 それと一緒に作業をする と い

う こ と になる ので、 今すぐこ の子宮収縮薬だけのイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト を産婦

人科医会のほ う でやる と い う のは非常に難しい とい う よ う な、 私、 理解を してお り ま

して、 その後、 先生方が色々お話を頂き ま して、 この再発防止委員会と して子宮収縮

薬に関するイ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト の重要性だと か注意点 と か、 こ う い う ふ う に

現在は変わってき ていますよ とい う よ う な と こ ろを 、 こ の機構と してま と めて、 これ

をニュース と して出すと 。 出 し方は色々 な出 し方がある と思いますけれども 、 そ う い

う こ と について医会のほ う から も ご了解を頂いた と い う ふ う に理解羊して よ ろ しいです

よれ

ですから 、 こ こ機構の、 機構と いいますか、 委員会です為 再発防止委員会の中で

そ う い う イ危業を進めて、 子宮収縮薬に限ったイ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト と い う も の

の情報発信を しよ う と い う ふ う に 、 今、 話が進んでいますが、 勝本矮諄員、 そのこ と に
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ついていかがですか。

○勝村委員 あ り が と う ございます。 本当 に報告書を出 して終わ り ではだめなので、

特に僕は知 ら ない間に使われていた と い う こ と は、 やっぱ り 、 まずな く すこ と だと

思って、 今回の報告書を見て思いま した。 そ う い う ふ う に先生方のほ う で議論して頂

ければ、 すごく あ り がた く 思います。 ぜひよ ろ し く お願い します。 本当 に迅速に結果

が出せる よ う に、 お忙 しい中ですけれども 、 お願いしたい と思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

そ う した ら 、 事務局、 そ う い う 方向で少 し作業を進めて頂く と い う こ と で、 よ ろ

し ゅ う ございますか。 はい。 あ り が と う ございます。

他に何か先生方から 、 委員の皆様から何かご発言はございますか。 よ ろ しいで し ょ

う か。 特に ございませんか。

○藤森委員 確認ですけれども 、 これまで取 り 上げたテーマについて も と い う のは、

結局は、 今回、 第 4 回では数量的なこ と でも何も出て こ ない と い う こ と なんですか。

例えば、 心拍数聴取について と か、 新生児蘇生について と か、 そ う い う もの と い う

のは、 第 4 回の報告書の中には出て く る んですか、 出てこないんですか。

○事務局 (御子柴) 恐 ら く 、 前回の委員会で、 藤森委員、 魚諸矮員から ご意見を頂

いてお り ます。 これまで取 り 上げたテーマのその後の状況についての検証と い う こ と

か と 思われますが、 今の時点で特に具体的な記載案を作成は してお り ませんが、 委員

の先生方でご審議頂きま して、 検討したい と思います。 今までの報告書の掲載ですと 、

そ う いっ た章がございませんので、 どの よ う に記載をするのか、 その数字だけを載せ

る こ と でよ ろ しいのか、 あ るいはテーマを繰 り 返してい く こ と で対応してい く のか、

あ と は 明善性麻痺発症の主たる原因｣ の章がございますので、 そ う いっ た と こ ろで記

載してい く のか と いっ た と こ ろかと思います。 その辺 り のご意見を頂ければと思いま

す。
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○池ノ 上委員長 私の理解では、 色々 なテーマを選択しなが らやってい く と 。

前回、 前々回ですかね、 委員の先生方からテーマの絞 り 込みの議論を して頂いて、

今回、 4 つで したっ け、 4 つのテーマ と して、 今 日 、 2 つ議論して頂いたテーマで、

次回、 また 2 つ ぐ らい。 心拍数と か、 蘇生と か、 非常に必要なこ と は毎年と い う わけ

ではな く て 、 これも継続鞠にやっていこ う と い う 、 今、 そ う い う ス タ ンスだと思いま

すが。 よ ろ しいですか。

○事務局 (御子柴) 件数については順次蓄積してお り ますので、 委員会の段階でま

ずは先生方にお示しでき る よ う には したい と思います。

○池ノ 上委員長 事務局 と しての作業は続いてい く と い う こ と ですね

他にはよ ろ しゅ う ございますか。

○勝村委員 このV B A C と T O L AC と言 う んですか、 これはやっぱ り 使い分けな

き やいけないんですかね ち ょ っ と言葉と して、 一般に最終的にやっぱ り 報告 してい

く 中でも 、 一般の患者の人にも見て も ら う と した ら 、 ち ょ っ と説明 と か。

○池ノ 上委員長 いかがですか、 事務局。

○事務局 (御子柴) V B A C 、 T O L AC の定義については、 ガイ ドライ ンにT O

L A C に関する項がございます。 結果、 既往帝王切開妊婦が経膣分娩で分娩した事例

と それを試みた事例 とい う こ と で、 一応、 一般的には使い分けを されてお り ます。 そ

れに合わせて分か り やすい 日本語で表記する と い う のも 1 つかと思います。 な るべ く

そ う いった英語表記を記載しない と い う 形もでき るかと思います。

○勝村委員 ト ライ アルする と い う 意味と 、 結果と してそ う なった と い う ので、 言葉

を使い分けている と い う 理解に読めますけれども。

○事務局 (御子柴) そ う です。 はい。

○勝村委員 今、 実際にそ う なんですか。 何かややこ しいですよ メ熟

○池ノ 上委員長 どこかに脚注でも。 日 本語は決ま っていますかね 日産婦の委員会
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かでこの言葉が出ていますか。 あま り 出ていない、 そのままです長乱 ですから 、 ま

あ 、 どこかに説明を付けますか。

○勝村委員 前回帝切の経膣分娩試みる と い う趣旨です黄熟 何か 日本語で う ま く コ

ンパク ト にでき た ら 、 そのほ う が読みやすい。

○池ノ 上委員長 そ う い う説明を どこかに置 く と い う こ と で、 産科婦人科学会等が

色々 また、 言葉は今後決めて く る よ う な作業を恐ら く される と思いますので、 それま

でテンタティ ブには、 これはこ う い う 意味ですと い う 2 つの説明を付けま し ょ う か。

○勝村委員 1 つだった らいいんですけれども 、 多分 2 つある し、 違いが何かな と か

ね

○池ノ 上委員長 そ う なんですれ 最初、 僕 ら も ち ょ っ と 混乱 したんですけれども。

○事務局 (御子柴) 本 日 の資料 3 の 2 1 ページの と こ ろには、 一応、 用語を記載し

てお り ますが、 こ ち ら をも う 少 し丁寧に記載する と い う こ と でよ ろ しいでし ょ う か。

資料 3 の 2 1 ページ(6)番の既往帝王切開妊婦の管理について。 帝王切開の既往があ

る妊婦の経艶窿分娩をV B A C 、 それを試行する こ と をT O L A C と 呼ぶ と い う よ う な

形で、 簡単に記載は してお り ますが、 こ ち ら を も う 少 し丁寧に記載します。

○勝村委員 も し、 こ こ の先生方で何か合意でき る のであれば、 新たな分か り やすい

言葉 と い う のがあっ て もいいかな と 。 再発防止の報告書を書く “こ当たって、 一般の人

も読みやすいよ う な言葉があって もいいのかな と思 う んですけ ど、 専門の先生方が違

和感があれば!難しいで し ょ う けれども 。

○池ノ 上委員長 やっ ぱ り こ こ を丁寧に、 き ちっ と 意味が伝わる よ う に書いて頂 く と

い う こ と で、 あま り 独 り 歩き しないほ う がいいんじゃないかな と 、 ち ょ っ と僕はそ う

い う 気がするんですけれども。 そ う い う ふ う に したい と思います。 はい。 あ り が と う

ございます。

他に何かございますか、 よ ろ しけれ"焉
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3 . 閉会

○池ノ 上委員長 今 日 は初めて じゃないで し ょ う か。 時間以内に終わる こ と ができ ま

した。 次回は 8 月 5 日 の月 曜 日 ですけれども 16 時から と い う こ と で、 開催予定と し

てお り ます。 ど う ぞよ ろ し く お願い致します。

本 日 は、 ど う もお忙 しい中をお諜は り 頂き ま して、 あ り が と う ございま した。 また 、

会議の進行にご協力を頂き ま して、 あ り が と う ございま した。

○上田理事 ど う も あ り が と う ございま した。
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